
 

 

 

 

 

 

 

（27）高齢者福祉事業の取扱いについて
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



　　（様式１） 　　　事　務　事　業　現　況　調　書　　総　括　表
(27)高齢者福祉事業 健康福祉専門部会

番号 事　　務　　事　　業　　名 鹿児吉田桜島松元郡山区分 経過 番号 事　　務　　事　　業　　名 鹿児吉田桜島松元郡山区分 経過

1 高齢者福祉バス運行事業 ○ × ○ ○ ○ A 21 寝たきり高齢者等理髪・美容サービス事業 ○ ○ ○ × × B

2 高齢者ゲートボール場等管理事業 ○ × × ○ × A 22 寝たきり高齢者等寝具洗濯サービス事業 ○ × ○ ○ ○ B

3 高齢者福祉センター管理運営事業 ○ × ○ ○ ○ A 23 高齢者住宅改造費助成事業 ○ × ○ ○ ○ B

4 在宅介護支援システム設置事業 ○ ○ ○ × ○ A 24 老人医療レセプト点検等事業 ○ × ○ ○ ○ B

5 在宅介護支援センター事業 ○ ○ ○ ○ ○ A 25 生きがい対応型デイサービス事業 ○ ○ ○ ○ ○ B

6 長才まつり開催事業 ○ ○ ○ × ○ B 26 ひとり暮らし高齢者等家事援助サービス事業 ○ ○ ○ ○ × B

7 高齢者祝賀事業 × × × ○ × B 27 心をつなぐ訪問給食事業 ○ ○ ○ ○ ○ B

8 元気高齢者活動支援事業 ○ × × ○ × B 28 優待入浴券交付事業 × × ○ × × C

9 老人福祉施設整備費補助金 ○ × × × ○ B 29 生活支援移送サービス事業 × × × ○ × C

10 長寿者祝金支給事業「敬老の日」祝事業 ○ ○ ○ ○ ○ B 30 老人はり・きゅう等施術費助成事業 × × ○ × ○ C

11 老人クラブ補助金交付事業 ○ ○ ○ ○ ○ B

12 愛のふれあい会食事業 ○ × × × ○ B

13 虚弱高齢者福祉用具給付事業 ○ × ○ ○ ○ B

14 ひとり暮らし高齢者等短期入所事業 ○ ○ ○ ○ ○ B

15 老人介護手当支給事業 ○ ○ ○ ○ ○ B 　

16 家族介護慰労金支給事業 ○ × × × ○ B

17 紙おむつ等助成事業 ○ ○ ○ ○ ○ B

18 家族介護講習会等開催事業 ○ × × × ○ B

19 高齢者福祉電話設置事業 ○ × ○ ○ × B

20 心をつなぐともしびグループ活動推進事業 ○ ○ ○ ○ ○ B

（注１）該当する事務事業を実施している市町には○印、実施していない場合は×印を表示。
（注２）区分欄には調整方針（案）の区分を表示。（Ａ：現行どおり、Ｂ：一元化、Ｃ：廃止）
（注３）経過欄には調整方針（案）で経過措置を講じることとした場合に△印を表示。
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（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(27)高齢者福祉事業 健康福祉専門部会

                 現          況

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町
1 高齢者福祉バス運行事業 （対象）市単位老人クラブ

（利用日）毎日（年末年始を除く）
（運行範囲）県内全域記（離島を除く）
（14年度実績）
･172団体　4,312人

15年度予算 　5,074千円

該当なし。 （対象）福祉事業及び老人に関する活動
（運行範囲）特になし
（運行業務）シルバー人材センターに委託
（14年度実績）86回
15年度予算　1,046千円

2 高齢者ゲートボール場等管理事業 民有地や市の遊休地等に設置しているゲート
ボール場等の維持管理を行う。56か所設置
15年度予算　3,078千円

民有地や市の遊休地等に設置しているレジャー
農園の維持管理を行う。19か所設置

民有地や市の遊休地等に設置しているグラウン
ド・ゴルフ場の維持管理を行う。6か所設置

該当なし。 該当なし。

項　　　　　目
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（様式２）その２

(27)高齢者福祉事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
（対象）町高齢者クラブ及び福祉団体等
（利用日）単位老人クラブ定例会開催日等
（運行範囲）松元町及び隣接市町
15年度予算　1,584千円

（対象）町単位老人クラブ、社会福祉・保健保
持に関する研修などに利用可
（利用日）（月）～（土）（土曜日は午前の
み）
（運行範囲）原則として鹿児島県内。日帰りの
利用。

15年度予算　   3,537千円

鹿児島市、桜島町、松元町及び郡山町のみ。
それぞれ運行範囲が異なる。

当分の間現行どおりとする。

「すこやかランド石坂の里」グラウンド・ゴル
フ、ゲートボール場管理委託
（町シルバー人材センターへ委託）
15年度予算  90千円

該当なし。 鹿児島市及び松元町のみ。 現行どおりとする。

課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）
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（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(27)高齢者福祉事業 健康福祉専門部会

                 現          況

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町
項　　　　　目

3 高齢者福祉センター管理運営事業 （事業概要）高齢者の各種相談に応じるととも
に、健康の増進、教養の向上及びレクリエー
ションのための便宜を総合的に供与する「鹿児
島市高齢者福祉センター」の管理運営を社会福
祉法人鹿児島市社会福祉協議会に委託
（施設概要）
・与次郎　　H8．4．18開館
　　　敷地面積　1,322㎡
・東桜島　　H9．4．12開館
　　　 敷地面積 7,061㎡
・谷山　　  H12．12．17開館
　　　 敷地面積 6,500㎡
15年度予算　185,011千円

該当なし。 「老人福祉センター」
（事業概要）高齢者に対して各種の相談に応じ
るとともに健康の増進、教養の向上及びレクリ
エーションの利便に供するため「老人福祉セン
ター」を設置し、町社会福祉協議会に委託
・生活相談、健康相談
建物面積　591.9㎡
14年度利用者　15,354人
15年度予算　7,027千円

4 在宅介護支援システム設置事業 （対象）概ね65歳以上のひとり暮らし高齢者、
又は高齢者のみの世帯で世帯員の1人が要介護３
以上か、世帯全員が要支援以上の認定を受けて
いる常に安否確認が必要な世帯。近所に家族が
住んでいないこと。近隣協力者2名が必要。
（事業概要）家庭内で病気などの緊急時に、緊
急通報装置を利用することにより、消防及び近
隣協力者への通報体制をとり、安全の確保を図
るほか保健、福祉に関することなどの相談通報
も行うことができる。また、高齢者福祉相談員
から毎月の安否確認コールサービスを行う。
（14年度実績）
新規設置241台、稼働台数1,805台
通報件数
　緊急正報198件、誤報556件、
  相談293件
※所得税非課税世帯は貸与、課税世帯は1割から
5割の負担あり。
※NECお隣さん通報システム、家庭用端末、セン
ター受信装置で構成
15年度予算　35,110千円

（事業概要）概ね65歳以上のひとり暮らし及び
高齢者のみの世帯等に緊急通報装置を設置し、
急病や災害時の緊急時に迅速かつ適切に対応す
る。
（対象者）概ね65歳以上のひとり暮らし老人又
は高齢者夫婦のみの世帯その他町長が特に必要
と認める者。
14年度現在  50基設置
15年度予算　844千円

「緊急通報体制等整備事業」
（事業概要）緊急通報装置の貸与をし、支援セ
ンター等との通報体制を整えることによって、
家庭内での相談、急病や災害時など緊急時に迅
速活適切な対応を図る。
（対象）概ね65歳以上の単身世帯、高齢者のみ
の世帯等安否確認を必要とする世帯。
全世帯貸与、設置料、修繕費は町が負担
平成１5年4月現在 213世帯設置
15年度予算　634千円
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（様式２）その２

(27)高齢者福祉事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

 

「松元町老人福祉センター管理運営事業」
（事業概要）施設内事務室を町社会福祉協議
会、シルバー人材センターに無償供与。町職員
は、常駐していないが、町が管理運営にあた
る。施設内清掃業務、ボイラー管理業務はシル
バーへ委託
15年度予算（需用費等）3,867千円
「介護予防拠点施設「すこやかランド石坂の
里」管理運営事業」
管理運営は町シルバー人材センターへ委託。
15年度予算（委託料等）4,155千円

（事業概要）老人に対して各種相談に応じると
ともに、健康増進・教養の向上及びレクリエー
ションや町民の憩い・集会等の利便に供するた
め、老人福祉センターを設置。同施設内に社会
福祉協議会がある。
郡山町老人福祉センター
S59．3．27竣工　敷地面積 6,543㎡
15年度予算　1,413千円

鹿児島市、桜島町、松元町及び郡山町のみ。
それぞれ利用時間等が異なる。

当分の間現行どおりとする。

該当なし。 「郡山町緊急通報装置設置事業」
（事業概要）一人暮らしの高齢者又は高齢者の
みの世帯に属する方に緊急通報装置を給付し、
急病や災害時に迅速に対応する。
（対象）概ね65歳以上の一人暮らし高齢者又は
高齢者のみの世帯に属する者。
・介護保険において要介護1以上
・同一公民館内に介護や援助のできる協力者が
いないこと。
・家庭に設置してある電話機の使用が困難な者
14年度新規設置 3世帯
15年度予算　330千円

鹿児島市、吉田町、桜島町及び郡山町のみ。 合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を適
用し、統合する。
合併する年度は現行どおりとする。
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（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(27)高齢者福祉事業 健康福祉専門部会

                 現          況

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町
項　　　　　目

5 在宅介護支援センター事業 （目的）在宅の概ね65歳以上の要援護高齢者及
びその家族に対して24時間体制で在宅介護に関
する相談や、保健、福祉サービスの総合的な連
絡調整を行う。基幹型2施設、地域型29施設社会
福祉法人、医療法人へ委託
（委託事業）基本事業運営、福祉用具展示紹介
事業加算、高齢者実態把握加算、介護予防プラ
ン作成加算、転倒骨折予防教室加算、初度設備
費
15年度予算　171,229千円

（目的）在宅の要援護高齢者若しくは要援護と
なる恐れのある高齢者又はその家族に対し、在
宅介護等に関する総合的な相談に応じ、在宅の
要援護高齢者又はその家族等の介護等に関する
ニーズに対応した各種の保健、福祉サービスが
総合的に受けられるように町及び関係行政機
関、サービス実施機関等との連絡調整等の便宜
を供与しもって、地域の要援護高齢者及び要援
護となるおそれのある高齢者並びにその家族等
の福祉の向上を図る。基幹型1施設、地域型2施
設、社会福祉法人へ委託
15年度予算　18,658千円

（目的）概ね65歳以上の在宅の要介護高齢者及
びその家族に対し、在宅介護の総合的な相談に
24時間体制で応じ、各種の保健福祉サービスが
総合的に受けられるよう関係機関と連絡調整等
便宜を供与する。
（委託事業）基本事業運営、福祉用具展示紹
介、高齢者実態把握加算。地域型1ヶ所。社会福
祉法人「桜岳会」に委託。
15年度予算　4,492千円

6 長才まつり開催事業 （イベント）講演会、のど自慢大会、ゲート
ボール大会、グラウンド･ゴルフ大会、社交ダン
スの夕べ、高齢者作品展、歌謡コンサート、シ
ルバー映画祭
15年度予算　28,938千円

「健康福祉まつり」
（イベント）講演会、高齢者作品展、歌謡コン
サート
15年度は健康管理センターで予算計上

「すこやか長寿社会づくり推進事業」
（イベント）表彰（おしどり夫婦、善行者
等）、高齢者作品展示、演芸、抽選会、ファミ
リーゲートボール大会
15年度予算　3,568千円

7 高齢者祝賀事業 該当なし。 該当なし。 該当なし。
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（様式２）その２

(27)高齢者福祉事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

（目的）在宅の概ね65歳以上の要援護高齢者及
びその家族に対して24時間体制で在宅介護に関
する相談や、保健、福祉サービスの総合的な連
絡調整を行う。地域型1施設。社会福祉法人聖寿
会へ運営委託
（委託事業）基本事業運営、福祉用具展示紹介
加算、高齢者実態把握事業、介護予防プラン作
成事業
15年度予算　3,686千円

（目的）在宅のねたきり老人等の介護者に対
し、在宅介護に関する総合的な相談に応じ、そ
れぞれのニーズに応じた各種サービスが受けら
れるよう行政機関、実施機関との連絡調整等を
行う。地域型1施設（社会福祉法人）
（委託事業）基本事業、福祉用具展示紹介業
務、高齢者実態把握加算、介護予防プラン作成
加算
15年度予算　5,580千円

基幹型施設は、鹿児島市及び吉田町のみ。 地域型については現行どおりとし、吉田町の
基幹型は合併する年度の翌年度に鹿児島市の
施設に統合する。
合併する年度は現行どおりとする。

該当なし。 「健康と福祉のつどい事業」年１回開催。
（イベント）講演会、体験発表、介護用品展示
ほか
15年度予算　150千円

鹿児島市、吉田町、桜島町及び郡山町のみ。 鹿児島市の「長才まつり」は現行どおり実施
する。
吉田町、桜島町及び郡山町で実施している事
業については、地域性を考慮して実施する。

「喜寿祝賀会」
毎年11月下旬に老人福祉センターにおいて「喜
寿祝賀会」を開催。
（内容）老人福祉バスで送迎し、保育園や文化
協会による余興の後、食事会
15年度予算　556千円

該当なし。 松元町のみ。 合併する年度の翌年度から松元町で現在実施
している事業については、地域性を考慮して
実施する。
合併する年度は現行どおりとする。
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（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(27)高齢者福祉事業 健康福祉専門部会

                 現          況

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町
項　　　　　目

8 元気高齢者活動支援事業 園芸や陶芸等の趣味活動の専門的指導者を紹介
することにより、高齢者が培ってきた能力を生
かすとともに、積極的な社会参加を支援する。
（事業内容）
・登録、紹介　元気高齢者の登録及び各種団体･
個人の要請に応じて元気高齢者の紹介
･広報、宣伝　インターネットやポスター等によ
る元気高齢者の募集及び紹介
･登録者によるミニ発表会の開催
※登録･紹介業務及びＩＴを活用した広報につい
ては、ボランティアセンターで実施
15年度予算　1,721千円

該当なし。 該当なし。

9 老人福祉施設整備費補助金 （内容）社会福祉法人等が実施する施設整備に
補助する。
１．中核市・国庫補助
（補助基準）社会福祉法人等が施設整備を行う
場合、国庫補助基準額の1/2を国、1/4を市が補
助する。
（14年度実績）
施設整備費
　6施設　497,498千円
設備整備費
　6施設　47,548千円
15年度予算　956,446千円
２．市単独補助
（助成基準）国庫補助基準額から国、市の補助
額を差し引いた額の1/2以内で2,000万円を限度
（14年度実績）特別養護老人ホーム5施設、
87,910千円
15年度予算　69,880千円

該当なし。 該当なし。
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（様式２）その２

(27)高齢者福祉事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

一人暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯などを
対象として各種のボランティアサービスを希望
する元気な高齢者を「ふれあいパートナー」と
して登録し、民生委員や在宅福祉アドバイザー
が高齢者を対象として行う相談・見守り活動と
連携して各種の精神的なサービスを提供する。

該当なし。 鹿児島市及び松元町のみ。 合併時に鹿児島市の制度を適用し、統合す
る。

該当なし。 （内容）社会福祉法人が実施する施設整備に助
成を行う。
（助成基準）社会福祉法人愛泉園デイサービス
センター建設費補助。単発起案で補助を決定
し、平成26年まで債務負担行為により年間350万
円建設補助を行う。
15年度予算　3,500千円

１．市・国庫補助
鹿児島市のみ。（４町は県で実施）
２．市、町単独
鹿児島市及び郡山町のみ。

合併時に鹿児島市の制度を適用し、統合す
る。（郡山町の債務負担行為は鹿児島市に引
き継ぐ）
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（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(27)高齢者福祉事業 健康福祉専門部会

                 現          況

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町
項　　　　　目

10 長寿者祝金支給事業
「敬老の日」祝事業

・100歳以上　20万円 　   100人
・88歳        3万円　　1,076人
・99歳　     10万円 　　　48人
・88歳以上　 記念品  　5,163人

15年度予算　        76,498千円
・100歳以上      　 23,000千円
・88歳　　　　      36,870千円
・99歳　　　　　   　5,400千円
・88歳以上　記念品　11,228千円

・100歳　　　10万円　　3人
・88歳　　　  3万円   40人
・80歳　　　　1万円　 85人
（記念品）
・70歳以上全員  　 1,790人
・88歳　　　　　　　　40人
15年度予算　5,535千円

･100歳以上　    　 5万円  　5名
・95歳～99歳 　    2万円　 16名
･90歳～94歳   　1万5千円 　58名
・85歳～89歳  　 　8千円　135名
・80歳～84歳　   　7千円　243名
・75歳～79歳　   　6千円　340名
・100歳特別敬老金 20万円　 １名
　　（15年度予算 6,461千円）
・90歳以上の高齢者　記念品
・70歳以上の寝たきりの高齢者　見舞品
　（14年度対象者）
　　記念品　90歳以上高齢者
　　　　　　　　65名
　　見舞品　寝たきり高齢者
　　　　　　　　13名
　　　　　　　老人ホーム入居者
　　　　　　　  59名
15年度予算　562千円

11 老人クラブ補助金交付事業 （目的）老人クラブの健全な育成を図るため、
老人クラブ連合会及び単位老人クラブに対し助
成を行う。
（14年度決算額）
・単位老人クラブ　　 20,691千円
・市老人クラブ連合会　7,953千円
・合計　　　　       29,462千円
１5年度予算　　  　　32,425千円

（目的）町民の福祉の増進、農林業等の振興育
成、教育の振興等を図るため、老人クラブの運
営並びに必要と認められる事業に要する経費を
助成する。
（14年度決算）
・単位老人クラブ　　   1,379千円
・町老人クラブ連合会   　935千円
・合計　　　　　　　   2,385千円
15年度予算　　　　　　 2,399千円

（目的）高齢者の生きがい対策や介護予防策を
推進していくうえで、高齢者クラブの活動が活
発に行われることが重要なことであることか
ら、高齢者クラブ運営補助金を支給し高齢者ク
ラブの活動を促進する。
（14年度決算額）
　　　　2,187千円
15年度予算
　　　　2,197千円
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（様式２）その２

(27)高齢者福祉事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

・101歳～　　5万円
・100歳　 　 8万円　　　1人
・99歳～　   3万円　　　2人
・90歳～　   2万円　　 24人
･ 88歳～　1万5千円 　  37人
・80歳～  　 1万円　　 69人
　　（15年度予算　1,865千円）
・90歳、99歳、100歳到達者に敬老記念品を支給
　　　27人
　　（15年度予算　144千円）

・100歳　　10万円
・90歳以上　1万円　89人
・90歳到達　記念品 26人
（15年度予算　1,312千円）

それぞれ対象者、支給金額等が異なる。 合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度に統
合する。
合併する年度は現行どおりとする。

（目的）老人クラブの健全育成と運営活動の円
滑化を推進するため、単位老人クラブ及び町高
齢者クラブ連合会に対し、補助する。
（14年度決算）
・単位高齢者クラブ
　　　632千円　（11単老）
・町高齢者クラブ連合会
　　  471千円
15年度予算　1,302千円

（目的）老人クラブの健全育成と運営活動の円
滑化を推進するため、単位老人クラブ及び町老
人クラブ連合会に対して補助。
（14年度実績）
単位老人クラブ   　1,615千円
町老人クラブ連合会 　400千円
15年度予算　　　　 2,018千円

それぞれ助成内容が異なる。 合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度に統
合する。
合併する年度は現行どおりとする。
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（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(27)高齢者福祉事業 健康福祉専門部会

                 現          況

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町
項　　　　　目

12 愛のふれあい会食事業 （対象団体）家にとじこもりがちな高齢者と会
食を実施する老人クラブ、自治会、婦人団体等
（実施基準）
･会食の場所　地域の集会所、福祉館
･実施回数　年12回以上
・参加人数　1団体10人以上30人以下
（利用料金）利用者負担200円
（委託施設）デイサービスセンター15か所、老
人保健施設6か所　計21か所
（利用実績）243団体、75,625人
15年度予算　　34,489千円

該当なし。 該当なし。

13 虚弱高齢者福祉用具給付事業 （事業概要）虚弱なひとり暮らしの高齢者等に
対して、介護保険の対象とならないが介護予防
等に有効な給付品目を給付する。
（給付品目）手押し車、電磁調理器、自動消火
器、火災警報器、吸引器、入浴担架、湯沸器、
発電機又はバッテリーセット
（対象者）65歳以上の高齢者で福祉用具の必要
性が認められる方
（吸引器、入浴担架、湯沸器、発電機又はバッ
テリーセットは要介護３以上の方）
（利用者負担金）生計中心者の所得
税額に応じて0円～5割の負担有り（7区分）
（14年度実績）
手押し車　317台
電磁調理器　43台
吸引器　44台
自動消火器　26台
火災警報器　11台
１5年度予算　9,014千円

該当なし。 「桜島町高齢者日常用具給付事業」
要介護高齢者及びひとり暮らし高齢者に対し、
日常生活用具を給付又は貸与する。
（給付品目）火災警報器、自動消火器、電磁調
理器
（対象者）概ね65歳以上の低所得のねたきり高
齢者、ひとり暮らし高齢者等
（利用者負担金）所得税の課税状況に応じて0円
～全額（７段階）
15年度予算　281千円
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（様式２）その２

(27)高齢者福祉事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

該当なし。 「ふれあい事業」
・老化等により心身の機能が低下している方に
対し、心身の機能の維持回復に必要な訓練を実
施したあと、ふれあい館にて会食を実施
（対象団体）単位老人クラブ、その他ひとり暮
らし高齢者等
（利用者負担）400円/食（材料費）
（14年度実績）　39団体、840名
15年度予算　1,294千円

鹿児島市及び郡山町のみ。 合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を適
用し、統合する。
合併する年度は現行どおりとする。

（事業概要）要援護老人及びひとり暮らしの高
齢者に対し、日常生活用具を給付する。
（給付品目）電磁調理器、自動消火器、火災警
報器
（対象者）65歳以上の高齢者で福祉用具の必要
性が認められる方
（利用者負担金）生計中心者の所得税額に応じ
て0円～全額の負担有り（7区分）
15年度予算　92千円

（目的）要援護高齢者及びひとり暮らし高齢者
に対し、火災報知器等の日常生活用具等を給付
する。
（給付品目）火災報知器、自動消火器、電磁調
理器
（対象者）概ね65歳以上のひとり暮らし高齢
者。火災報知器、自動消火器については低所得
のねたきり高齢者なども含む。電磁調理器につ
いては心身機能の低下に伴い防火等の配慮が必
要な者
（対象者負担金）生計中心者の所得税額に応じ
て0円～全額の自己負担あり
15年度予算　108千円

鹿児島市、桜島町、松元町及び郡山町のみ。
それぞれ支給品目が異なる。

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を適
用し、統合する。
合併する年度は現行どおりとする。
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（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(27)高齢者福祉事業 健康福祉専門部会

                 現          況

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町
項　　　　　目

14 ひとり暮らし高齢者等短期入所事
業

（事業概要）要介護認定にならないひとり暮ら
しの高齢者等であって、日常生活において入
浴、食事等の生活習慣が不規則な者が、疾病で
はないが、体調不良な状態に陥った場合、ある
いは、徘徊高齢者等が警察に保護され、警察の
保護時間内に身元が判明せず、判明するまでの
間、保護が必要な場合に、養護老人ホーム又は
特別養護老人ホームの空き部屋に一時的に入所
させ、生活習慣等の指導を行うとともに体調調
整を図る。
（委託料）
養護3,810円（利用者負担381円）
特老10,310円（利用者負担1,031円）
（被保護世帯は負担金なし）
（14年度実績）2人（9日間）
15年度予算　208千円

（事業概要）在宅のひとり暮らし高齢者等のう
ち、基本的生活習慣が欠如しているなどのため
在宅での自立した生活に不安のある者を養護老
人ホーム、軽費老人ホーム、特別養護老人ホー
ムの空き部屋に一時的に宿泊させ、生活習慣等
の指導を行うとともに、体調調整を図り、もっ
てこれらの高齢者等の福祉の向上及び要介護状
態への進行の予防を図る。
（委託料）3,810円（利用者負担金381円）
（14年度実績）なし
15年度予算　114千円

「生活指導型ショートステイ事業」
在宅のひとり暮らしの高齢者のうち基本的生活
習慣の欠如などで、在宅での自立した生活に不
安のある者を養護老人ホームなどの空き部屋に
一時的に宿泊させ、自立した生活が行えるよう
指導し、要介護状態への進行の予防を図る。
（対象）要介護認定で「自立」又は「支援」と
認定されたひとり暮らし高齢者のうち、次の者
・基本的生活習慣が欠如している者
・体調不良に陥り在宅生活が一時的に困難に
なった者。他に真にこのサービスが必要とされ
る者で、「地域ケア会議」で認められた者。
（委託料）3,810円（１割は利用者負担）
（14年度実績）0人
15年度予算　54千円

15 老人介護手当支給事業 （支給対象）本市に1年以上住所を有する方で、
要介護３以上と認定された65歳以上の方と同
居、又はこれに準ずる状態で6か月以上介護して
いる方（寝たきり高齢者等も本市に1年以上住所
を有していること。ただし、寝たきり高齢者等
の在宅でない期間が、通算で31日を超える場合
は支給対象とならない。）
（支給額）寝たきり高齢者当1人につき年額9万
円（ただし国の特別障害手当、経過的福祉手当
の受給者を介護している場合は、4万5千円）
（14年度実績）
・年額9万円　      1,203件
・年額4万5千円       191件
             計　  1,394件
15年度予算　120,155千円

（事業概要）吉田町に住所を有し、在宅でねた
きりの状態にある老人、または精神に重度な痴
呆症障害のある老人を長期にわたって介護して
いる者に対し老人介護手当を支給する。
（支給対象）65歳以上の者で、在宅でかつ歩行
が困難でねたきりの状態で、日常生活を営むの
に、常時他の介護を必要とする状態が90日以上
続いている者等の身体及び家事等日常生活のほ
とんどにわたって介護をしている者。
（支給額）月額7千円（特別障害手当、福祉手当
の受給者を介護している場合は3千円）
（14年度実績）1,873千円
15年度予算 　 2,364千円

（目的）本町に居住する在宅ねたきり老人又は
重度痴呆老人を長期にわたって介護している者
に対し、老人手当を支給する。
（支給対象）65歳以上で、在宅においてねたき
り老人又は重度痴呆症老人（在宅での介護が3ヶ
月以上続いているもの）を扶養し、同居又はこ
れに準ずる形で、介護している者。（特別障害
手当、福祉手当を受給または、受給対象となる
者は該当しない。）
（支給額）月額1万円（4期ごとに支給）
（14年度実績）720千円
15年度予算　1,200千円

(27) － 14



（様式２）その２

(27)高齢者福祉事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

（事業概要）要介護認定の結果「自立」と判定
された高齢者で、疾病ではないが体調が不良な
状態に陥った場合に、養護老人ホーム等の空き
部屋に一時的に宿泊させ、生活習慣等の指導を
行うとともに体調調整を図る。
（委託料）3,810円（利用者負担381円）
15年度予算　54千円

（目的）在宅のひとり暮らし高齢者等のうち、
基本的生活習慣が欠如しているなどのため、在
宅での自立した生活に不安のある者を短期間宿
泊させ、生活習慣等の指導を行うとともに体調
調整を図る（介護保険対象外）
（委託料）3,810円（利用者負担金381円）
（14年度実績）0名
15年度予算　54千円

それぞれ対象者が異なる。 合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度に統
合する。
合併する年度は現行どおりとする。

（事業概要）在宅の寝たきり高齢者又は重度痴
呆の高齢者を介護している方を慰労するととも
に、寝たきりの高齢者等の福祉の増進を図るた
め介護手当を支給する。
（支給対象）ねたきり老人等及びその介護者が
本町に引き続き3月以上住所を有し、ねたきり老
人等と同居、又はこれに準ずる状態で3月以上介
護している方。ただし、特別障害手当、経過的
福祉手当の受給者を介護している場合は支給対
象としない）
（支給額）月額8,000円（4期ごとに支給）
（14年度実績）2,976千円
15年度予算　3,840千円

（事業概要）在宅にてねたきりの高齢者または
重度痴呆老人を長期にわたって介護している者
に対して介護手当を支給する。
（支給対象）65歳以上のねたきり高齢者等（要
介護４，５）及び要介護の認定を受けていない
者で同介護度準ずると判断される者と起居を共
にし、その介護に3月以上携わる者。
（支給額）ねたきり高齢者1人あたり
月額8,000円（4期ごとに支給）
（14年度実績）576千円
15年度予算　576千円

それぞれ対象要件、支給金額が異なる。 合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度に統
合する。
合併する年度は現行どおりとする。
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（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(27)高齢者福祉事業 健康福祉専門部会

                 現          況

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町
項　　　　　目

16 家族介護慰労金支給事業 （事業概要）在宅の寝たきり高齢者等を介護し
ている方を慰労する目的で、家族介護慰労金を
支給する。
（支給対象）1年間継続して要介護4以上と認定
され、その期間中、介護保険サービス（年間7日
間以内のショートステイの利用を除く）を利用
しなかった65歳以上の方を介護している方（高
齢者、介護者ともに鹿児島市に住所を有し、住
民税非課税世帯であること）
（支給額）ねたきり高齢者等1人につき年額10万
円
（14年度実績）21件
15年度予算　3,300千円

該当なし。 該当なし。

17 紙おむつ等助成事業 （対象者）紙おむつ等を使用している65歳以上
の方で、住民税非課税世帯の方（ただし、生活
保護受給者は除く）
（助成内容）
在宅
・要介護４，５の方は年額10万円相当の現物支
給
･要介護３以下の方は年額5万円相当の現物支給
入院
・月額4千円を限度とする現金を助成
（1４年度実績）
　認定者数　現物支給
　・要介護４，５　　409人
　・要介護３以下 　 673人
  現金支給　　      817人
　15年度予算  96,060千円

（対象者）町内に居住する在宅者で、概ね3ヶ月
以上ねたきりにあり、日常生活においておむつ
の使用を必要とする者。
（支給枚数）町が指定する用品の中から介護者
が希望する用品を在宅ねたきり者１人につき月
60枚
（14年度実績）認定者数49人
15年度予算　2,880千円

「家族介護用品支給事業」
（対象者）町内に居住する日常生活において介
護用品が必要な要介護３から５に相当する在宅
の高齢者を介護している家族
（支給方法及び限度額）毎月1回現物支給で、お
むつ等の総額が年額1人あたり75,000円を限度と
する。
（14年度実績）現物支給17名
15年度予算1,350千円
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(27)高齢者福祉事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

該当なし。 （事業概要）在宅のねたきり高齢者等を介護し
ている方を慰労する目的で家族介護慰労金を支
給する。
（支給対象）1年間継続して要介護４以上と認定
され、その期間中、介護保険のサービス（年間7
日間のショートステイ利用を除く）を利用しな
かった65歳以上の方を介護している家族で、住
民税非課税世帯であること。
（支給額）10万円
（14年度実績）0件
15年度予算　100千円

鹿児島市及び郡山町のみ。 合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を適
用し、統合する。
合併する年度は現行どおりとする。

（対象者）本町に住所を有し、介護保険の要介
護認定の結果４又は５の認定を受けた在宅の高
齢者を同居またはこれに準ずる状態で現に介護
している者で、住民税非課税世帯。
（助成内容）年額6万円分（月5千円）の引換券
を交付し、町内の薬局にて介護用品を購入す
る。
（14年度実績）認定者数12人
15年度予算　900千円

（対象者）町内に居住する日常生活において介
護用品が必要な要介護４又は５に相当する在宅
の高齢者を現に介護している者で、住民税非課
税世帯。
（助成内容）年額75,000円（月額6,250円）を限
度に介護用品引換券を交付し、町長が指定する
業者に提示し、介護用品を購入する。
（14年度実績）認定者数14人
15年度予算　957千円

それぞれ対象要件、支給金額、支給方法が異
なる。

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度に統
合する。
合併する年度は現行どおりとする。
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（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(27)高齢者福祉事業 健康福祉専門部会

                 現          況

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町
項　　　　　目

18 家族介護講習会等開催事業 （対象者）要介護の高齢者を自宅で介護してい
る介護者。
（交流会）史跡見学、介護講習会、意見交換会
などを実施する。
（高齢者へのサービス）介護者が交流会に参加
する間、短期入所と訪問介護を無料で提供
（14年度実績）参加者57人
15 年度予算　3,900千円

該当なし。 該当なし。

19 高齢者福祉電話設置事業 （対象）概ね65歳以上のひとり暮らしの高齢者
又は高齢者だけの世帯で、１人が病弱なため、
寝たきりの状態もしくは緊急時に生命の危険が
懸念される世帯で、現に電話が設置されていな
い、住民税非課税世帯の定期的な安否確認が必
要な世帯に対し電話加入権を貸与し緊急時の連
絡手段を確保する。
（費用負担）
・自治体負担　新規設置費用、毎月の基本料金
・利用者負担　毎月の通話料、移転費用、修繕
料その他維持に係る費用
※設置にあたり民生委員の証明が必要な調査票
の提出あり。
15年度予算　8,694千円

該当なし。 （対象者）概ね65歳以上の低所得のひとり暮ら
し高齢者等
（自治体負担）新規設置費用

要綱
「高齢者用具日常生活用具給付等事業実施要
綱」
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(27)高齢者福祉事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

該当なし。 （目的）在宅で高齢者を介護している家族に対
し、交流事業を実施することにより、家族の身
体的、精神的負担の軽減を図るとともに要介護
高齢者の在宅生活の継続、向上を図る。
（事業概要）宿泊、日帰旅行、レクリエーショ
ン、施設見学、介護体験報告交流会、講演会、
その他介護者相互の交流を図るための事業
（14年度実績）実施日数3日、実利用者数19名、
交流会は悠々館及び保健センターを利用
15年度予算　62千円

鹿児島市及び郡山町のみ。 合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を適
用し、統合する。
合併する年度は現行どおりとする。

（対象）概ね65歳以上の低所得のひとり暮らし
高齢者等
（費用負担）電話架設工事費、撤去工事費を負
担　稼働台数17台中3台
15年度予算　7千円

該当なし。 鹿児島市、桜島町及び松元町のみ。 合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を適
用し、統合する。
合併する年度は現行どおりとする。
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（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(27)高齢者福祉事業 健康福祉専門部会

                 現          況

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町
項　　　　　目

20 心をつなぐともしびグループ活動
推進事業

（事業概要）婦人団体や老人クラブ、町内会、
社会福祉協議会等のボランティアグループを
「ともしびグループ」として登録し、「ひとり
暮らし高齢者等への声かけ」、「多様な福祉
ニーズの掘り起こし」、「在宅福祉に関する情
報提供」、「関係各期間との連携」等の活動を
行い、高齢者の生命の安全と在宅福祉サービス
の円滑かつ効率的な推進を図る。
（14年度実績）
・ともしびグループ数365団体（966人）
・訪問対象高齢者数1,919人
15年度予算　2,031千円

（事業概要）吉田町における地域福祉ネット
ワークシステムの円滑な推進を図るため、吉田
町福祉ネットワーク推進会議を設置する。福祉
ネットワークには、地区の民生委員、アドバイ
ザー、町内会、老人クラブ、近隣住民がいて、
地域ごとにお年寄りや障害者のいる世帯を訪問
し見守り活動を行う。
（14年度実績）ネットワーク数：5校区56地区
15年度予算　700千円

「在宅福祉アドバイザー活動促進事業」
高齢者や障害者等の援護を必要とする人々に対
し声かけや安否確認などを行う近隣保健福祉
ネットワークづくりを推進するため、その核と
なる在宅福祉アドバイザーを設置し、地域保健
福祉システムの円滑な形成及び効果的な推進を
図ることを目的とする。
（内容）ひとり暮らし、高齢者等に声かけ、
ニーズの掘り起こし、相談、助言、民生委員と
の連携を行う。社会福祉協議会に委託。
14年度現在アドバイザー数53名
近隣福祉ネットワーク　対象者　97人
　　　　　　　　　　　協力員167人
15年度予算　616千円

21 寝たきり高齢者等理髪・美容サー
ビス事業

（実施方法）理容･美容組合と委託契約を締結
し、寝たきり高齢者の家庭で理髪・美容サービ
スを行う。
（対象者）要介護３以上で在宅の65歳以上の方
で、理髪、整髪が困難な方
（利用回数）年3回以内（ただし、8月から11月
までの申請者は年2回、12月以降の申請者は年1
回）
（利用料）生計中心者の前年所得税額に応じた
利用負担あり（0～5割）
（14年度実績）決定数 165人
延利用者数 250件
委託料単価 3,801円
15年度予算　1,779千円

在宅のねたきり老人等で、身体的、物理的に自
ら理髪店等に赴くことができず、理髪サービス
を受けることのできない者に対して、理髪業者
等が直接訪問して理髪サービスを行う。
（対象者）本町に居住する、概ね65歳以上の在
宅のねたきり老人及び重度身体障害者
（利用料）1回の利用につき4,000円。ただし、
利用料の超過分に対しては利用者負担とする。
15年度予算　240千円

在宅において、ねたきり高齢者に対し理髪サー
ビスを実施し、ねたきり老人等の福祉の増進を
図る。
（実施方法）理容・美容業者に委託し実施す
る。
（対象者）在宅において、老衰、心身障害、疾
病により常時臥床している状態にある概ね65歳
以上の者。
（利用方法）利用券は年間6枚交付し、有効期間
は1枚につき2ヶ月の期限付きで発行する。利用
者は理容・美容業者に提出し自宅でサービスを
受ける。
（利用料）1回あたり3,000円を町が負担する。
（14年度実績）延べ利用者数6回
15年度予算　36千円
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(27)高齢者福祉事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

（事業概要）自治公民活動の一環として、自治
公民館別に「在宅福祉アドバイザー」として登
録し、「ひとり暮らし高齢者等への声かけ」、
「多様な福祉ニーズの掘り起こし」、「在宅福
祉に関する情報提供」、「関係各期間との連
携」等の活動を行い、高齢者の生命の安全と在
宅福祉サービスの円滑かつ効率的な推進を図
る。
（14年度実績）
取り組み自治公民館数：58
自治公民館176人、
延べ訪問回数37,800回
15年度予算　554千円

（事業概要）要援護者に対し、地域で声かけや
安否確認などを行う近隣福祉ネットワークづく
りを進めるため、在宅福祉アドバイザーにその
核となって地域保健福祉システムの円滑な形成
及び効果的な推進を図る。
（14年度実績）
在宅福祉アドバイザー数：20公民館60人、
訪問対者数：延べ11,844人
※保健推進員、在宅福祉アドバイザー、在宅介
護相談協力員の3つの役割を各地区全て1人で兼
務。訪問対象者に要援護老人のほか身体障害
者、知的障害者、母子寡婦世帯、父子世帯も含
む。
15年度予算　770千円

それぞれボランティア、在宅福祉アドバイ
ザー等構成が異なる。

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度に統
合する。
合併する年度は現行どおりとする。

該当なし。 該当なし。 鹿児島市、吉田町及び桜島町のみ。
それぞれ利用回数、個人負担が異なる。

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を適
用し、統合する。
合併する年度は現行どおりとする。
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(27)高齢者福祉事業 健康福祉専門部会

                 現          況

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町
項　　　　　目

22 寝たきり高齢者等寝具洗濯サービ
ス事業

（対象者）要介護３以上で在宅の65歳以上の方
（利用回数）年3回以内（ただし、8月から11月
までの申請者は年2回、12月以降の申請者は年１
回）
（利用料）生計中心者の前年所得税額に応じた
利用負担あり（0～5割）
（対象寝具）掛け布団、敷布団、毛布
（14年度実績）決定者数91人
延利用件数  179件、
委託料単価　3,990円
15年度予算　1,779千円

該当なし。 社会福祉法人または民間業者に委託。
（対象者）65歳以上の独居老人、傷病等で臥床
している老人及び重度身体障害者で寝具の衛生
管理が困難な者
（内容）寝具（掛け布団、敷布団、毛布各一
枚、一式）洗濯、乾燥、消毒、1会計年度2回実
施。
（利用料）無料（町負担）
（14年度実績）決定者数18名、延べ利用件数36
件、
委託料単価　2,500円
15年度予算　325千円

23 高齢者住宅改造費助成事業 （目的）高齢者等の住宅での生活を支援するた
め、在宅の要介護老人がいる世帯に対し、住宅
改造に必要な経費を助成することにより、要介
護老人の自立促進、寝たきり防止及び介護者の
負担軽減を図る。
（対象者）高齢者の居室環境を改善（高齢者に
適応するための浴室、洗面所、便所、廊下等の
改造）をしようとする市内に居住している65歳
以上の高齢者（要支援以上の認定を受けた
者）、またはその同居者。
（助成額）100万円と対象経費のいずれか低い額
の2/3
（助成基準）・生計中心者の前年の課税所得金
額が330万円以下の世帯
･新築、増築は原則として助成の対象としない。
※助成審査委員会を設置し、審査をする。
15年度予算　80,559千円

該当なし。 （目的）高齢者の在宅での生活を支援するた
め、該当世帯に対し住宅改造に必要な経費を助
成することにより、要介護高齢者等の自立促
進、ねたきり防止及び介護者の負担を軽減する
こと。
（対象世帯）
・要介護認定で要支援以上の者が属する世帯。
・身体障害者手帳１級又は２級の者が属する世
帯
・生計中心者の前年度課税所得税が330万円以下
の世帯
※新築、増築は対象外
（助成額）1世帯につき80万円と助成対象経費の
いずれか低い方に2/3を乗じて算出した額
15年度予算1,280千円
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松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

（対象）65歳以上のひとり暮らし又は高齢者の
みの世帯、重度障害者で寝たきりの者
（利用回数）年1回実施
（利用料）0円
（対象寝具）掛け布団、敷布団、毛布、ベッド
パット、マットレス、3～5点一式
（14年度実績）決定者数7人、（委託料単価
3,000円）３点一式
15年度予算　221千円

在宅の寝たきり高齢者及び身体障害者で、寝具
類の衛生管理が困難な方に対し、寝具類の洗
濯、乾燥、消毒を行う。
（対象）概ね65歳以上のひとり暮らし高齢者ま
たは高齢者のみの世帯、老衰、心身の障害及び
疾病等の理由により常時寝たきりで臥床してい
る高齢者並びに重度身体障害者
（利用回数）年2回。対象者は民生委員を通じて
申請後、協議の上決定
（利用料）無料
（対象寝具）掛け布団、敷布団、毛布の3点一式
または掛け布団、敷布団、毛布、マットレスの4
点一式
（14年度実績）年2回実施　延べ件数38件、実利
用者27名
委託料　3点一式2,940円、4点一式3,518円
15年度予算　221千円

鹿児島市、桜島町、松元町及び郡山町のみ。
それぞれ利用料、利用回数が異なる。

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を適
用し、統合する。
合併する年度は現行どおりとする。

在宅の要介護老人がいる世帯に対し、住宅改造
に必要な経費を助成する。
（対象者）
･介護保険の要介護認定において要支援又は要介
護の認定を受けた者の属する世帯（ただし、介
護保険の住宅改修を優先する。）
・障害等級１級又は２級の身障手帳の交付を受
けている者の属する世帯
・生計中心者の前年の課税所得金額が330万円以
下の世帯
（助成額）
30万円以上対象経費があった場合、20万円を限
度として助成。30万円以下の場合は、その係る
経費の2/3
15年度予算　600千円

（目的）要介護老人及び重度の身体障害者の自
立促進並びにねたきり防止と介護の負担軽減を
図るための住宅改造に対し、補助金を交付す
る。
（事業概要）高齢者世帯や身体障害者世帯で、
介護保険対象分以外の住宅改造に対して助成を
行う。
（補助基準額）１件当たり最高80万円
（負担割合）県、町、本人それぞれ1/3ずつ
15年度予算　300千円

鹿児島市、桜島町、松元町及び郡山町のみ。
それぞれ助成額が異なる。

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を適
用し、統合する。
合併する年度は現行どおりとする。
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（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(27)高齢者福祉事業 健康福祉専門部会

                 現          況

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町
項　　　　　目

24 老人医療レセプト点検等事業 老人医療制度の安定的運営を確保するため、レ
セプト点検事業等を実施することにより、医療
費の適正化を図る。
･健康保険加入状況調査
・第三者行為等の実地調査
・疾病統計の作成
・レセプトの点検内容
（14年度実績）22,757千円
15年度予算　  23,088千円

該当なし。 老人医療制度の安定的運営を確保するため、レ
セプト点検事業等を実施することにより、医療
費の適正化を図る。
･健康保険加入状況調査
・第三者行為等の実地調査
・疾病統計の作成
・レセプトの点検内容

15年度予算　131千円

25 生きがい対応型デイサービス事業 （目的）介護保険制度実施前にデイサービス等
を利用していた高齢者で介護保険の認定におい
て要介護・要支援に該当しない高齢者に対し
て、通所サービスを提供することにより、要介
護状態に陥ることなく生き生きと健康に生活が
送れるよう支援する。
(対象者）平成11年度までデイサービス又はデイ
ホーム事業を利用していた者で、介護保険で自
立と判定された者。
（内容）レクリエーション、給食、健康指導、
入浴、送迎
（利用回数）1人当たり2週間に1回
（自己負担）600円
15年度予算　22,305千円

介護保険制度による通所介護サービスの対象と
ならない、概ね65歳以上の高齢者等で家に閉じ
こもりがちな者等に対し、通所による各種サー
ビスを提供する。
（内容）レクリエーション、給食、健康指導、
入浴、送迎
（対象者）介護保険制度による通所介護サービ
スの対象とならない、おおむね65歳以上の高齢
者
（利用回数）1人あたり1週間に1回
（自己負担）900円
15年度予算　18,587千円

概ね60歳以上のひとり暮らし高齢者等に対し通
所による各種サービスを提供する。
（対象者）60歳以上のひとり暮らし高齢者等
で、家に閉じこもりがちな者
（内容）教養講座、スポーツ活動、創作活動、
趣味の活動、日常動作訓練、入浴、給食
（自己負担）基本料300円（給食は選択で350
円）
（利用回数）1人当たり１週間に１回
15年度予算　7,482千円
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（様式２）その２

(27)高齢者福祉事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

老人医療制度の安定的運営を確保するため、レ
セプト点検を実施し必要に応じて再審査、過誤
調整依頼を行い、医療費の適正化に努める。
･レセプトの点検（請求点数等）
･レセプト点検（縦覧）
（14年度実績）683千円
15年度予算　684千円

老人医療制度の安定的運営を確保するため、レ
セプト点検員2名を雇用し、レセプト点検を実施
することにより、医療費の適正化に努める。
・資格点検
・レセプトの点検内容
平成14年度実績2,739千円
15年度予算　2,868千円

鹿児島市、桜島町、松元町及び郡山町のみ。 合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を適
用し、統合する。
合併する年度は現行どおりとする。

要介護認定の結果「自立」と判定された高齢者
等に対して、週１回デイサービスを提供する。
(対象者)要介護認定の結果「自立」と判定され
た概ね65歳以上の高齢者
（内容）レクリエーション、会食、健康指導、
入浴、送迎等
（利用回数）１人あたり１週間に１回
（自己負担）300円（食事代別）
（実施施設）松元町デイサービスセンター　15
年度予算　1,440千円

ひとり暮らし高齢者等で家に閉じこもりがちな
者に対し、各種のサービスを提供する。
（対象者）地域ケア会議において判断。介護保
険の要介護の認定が自立と認定された（あるい
は同等レベルの）高齢者のうち、家に閉じこも
りがちな者や、その他このサービスが真に必要
と認められる概ね65歳以上の高齢者。
（内容）教養講座、創作、趣味活動、日常動作
訓練、食事、入浴
（自己負担）１回960円
15年度予算　5,710千円

それぞれ対象者、利用料が異なる。 合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度に統
合するが、利用できる者は、合併する年度の
末日までにサービスを受けていた者とする。
合併する年度は現行どおりとする。
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(27)高齢者福祉事業 健康福祉専門部会

                 現          況

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町
項　　　　　目

26 ひとり暮らし高齢者等家事援助
サービス事業

要介護認定で自立と判定された高齢者の中に
は、身体状況や家庭環境により日常生活に不自
由する者も多いため、家事援助サービスを提供
し、在宅での生活を支援する。
（対象者）平成11年度までにホームヘルプサー
ビスを受けていた者のうち要介護認定で自立と
判定された者。
・利用回数　週1回（1回2時間以内）
･委託先　鹿児島市社会福祉協議会（30分あたり
1,040円）
・１4年度実績
延派遣世帯数　964世帯

15年度予算　18,754千円

介護保険法に規定する訪問看護サービスを利用
することができない在宅のひとり暮らし高齢者
等に対して、生活支援のための援助員を派遣す
る。
（対象者）介護保険法に規定する訪問介護サー
ビスを利用できない概ね65歳以上のひとり暮ら
し及び高齢な夫婦世帯等で、日常生活に係る援
助が特に必要と認められる者。
（利用回数）週1回（1回2時間以内）
・14年度実績　　対象者数　30人
　利用延回数　 943回
　15年度予算 2,327千円

「生活支援型ホームヘルプサービス」
　軽易な日常生活上の援助を行うことにより、
在宅のひとり暮らし高齢者等の自立した生活の
継続を可能とするとともに、要介護状態の進行
を防止を目的とする。
（対象）概ね65歳以上の単身者世帯、高齢者の
みの世帯等で、日常生活上の援助が必要な世
帯。
（サービス内容）外出時の援助、食事･食材の確
保、洗濯、庭等の手入れ、家内清掃、降灰除
去、台風災害への防備、その他軽易な日常生活
の援助
（利用料）サービス料の1割負担
14年度実績　1回
15年度予算　322千円

27 心をつなぐ訪問給食事業 （事業概要）デイサービスセンター及び老人保
健施設で調理された食事を利用者宅へ届ける。
（対象者）・ひとり暮らし高齢者（65歳以上）
で、定期的に安否確認及び食生活の手助けを必
要とする者。　　・要支援以上の高齢者のみの
世帯者。　　・一方が要介護３以上の高齢者の
みの世帯で要支援以上の者
（利用料）1食200円
（配食回数）　1日1食（昼）
・要介護１以上→週6日以内
・要支援以下→週3回以下
（14年度実績）実利用者数1,944人、配食数
262,560食
（委託先　ボランティア団体数14、委託施設
25）
15年度予算　182,748千円

（事業概要）ひとり暮らし若しくは夫婦暮らし
等の高齢者又は身体障害者に毎日の食事を訪問
配達することにより、食生活の改善を通じた健
康の保持を図るとともに、高齢者等の自立した
生活の維持や地域との交流、安否確認など社会
福祉の推進を図る。
（対象者）町内に居住する概ね65歳以上の単身
者及び高齢者のみの世帯、またはこれに準ずる
世帯並びに身体障害者であって、老衰、心身の
障害及び疾病等の理由により、食事の調整が困
難で日常生活を営むのに支障があるもの。
（利用料）１食400円
（配食回数）1日2食（昼・夕）
（配食日）日曜、祝日以外毎日
（14年度実績）利用登録者数89人、延べ配食数
24,530食
15年度予算　16,179千円

（目的）食事の調理が困難な高齢者に対して、
定期的に居宅を訪問して栄養バランスのとれた
食事を提供すると共に、利用者の安否確認を行
う。
（対象者）概ね65歳以上の単身世帯、高齢者世
帯及びこれに準ずる身体障害者世帯であって、
総合的な理由により食事の調理が困難な者。
（内容）原則として毎日配食サービスを行う。1
人当たり1日2食（昼、夕）1週間あたり14食を限
度とする。１日あたりの平均配食数は110食を限
度とする。
（利用料）1食あたり350円（原材料費）
（配食回数）1日2食（昼・夕）
（配食日）年間365日
社会福祉法人桜岳会に委託
（14年度実績）実利用者数97人、延べ配食数
34,273食
15年度予算　23,909千円
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(27)高齢者福祉事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

（目的）要介護認定の結果「自立」と判定され
た高齢者に対して、家事援助サービスを提供
し、在宅での生活を支援する。
（対象者）要介護認定の結果「自立」と認定さ
れた高齢者（概ね65歳以上）
（利用回数）月2回（1回につき2時間）
（委託先）さつま日置農業共同組合(1時間当た
り800円)
（14年度実績）年度末世帯数3世帯、
 延べ派遣世帯数21世帯
15年度予算　35千円

該当なし。 鹿児島市、吉田町、桜島町及び松元町のみ。
それぞれ対象者、利用回数等が異なる。

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度に統
合するが、利用できる者は、合併する年度の
末日までにサービスを受けていた者とする。
合併する年度は現行どおりとする。

（事業概要）専門調理施設で調理された食事を
対象者宅へ届ける。
（対象者）概ね65歳以上のひとり暮らし高齢者
や虚弱又は寝たきり等の高齢者及び重度身体障
害者であって、食事の調理が困難な者。（原則
として、同居家族がいる場合や同一敷地内に家
族がいる場合は対象外）
（利用料）1食200円
（配食回数）1日2食（昼・夕）
（配食日）月～土曜日
（14年度実績）実利用者数74人
　　　　　　　　　配食数31,147食。
　※松元町社会福祉協議会に委託。
15年度予算　13,884千円

（対象者）概ね65歳以上の高齢者等で食事の調
理が困難で日常生活を営むのに支障がある者。
ただし、同居又は同一敷地内等に居住している
者がいる場合や介護や援助ができる者がいる場
合は除く。
（利用料）1食350円
（配食回数）1日2食（昼・夕）
（配食日）日曜、祝日、8/13～15、年末年始は
実施していない。
（1４年度実績）実利用者数101人、延べ配食数
37,531食。社会福祉法人に委託
15年度予算　14,500千円

それぞれ配食回数、利用料が異なる。 高齢者に対する配食サービス事業について
は、合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度
に統合するものとする。
鹿児島市の心をつなぐ訪問給食事業について
は、合併時までに配食回数を１日２食までと
することなど実施方法について、所要の見直
しを行うものとする。
合併する年度は現行どおりとする。
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（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(27)高齢者福祉事業 健康福祉専門部会

                 現          況

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町
項　　　　　目

28 優待入浴券交付事業 該当なし。 該当なし。 （内容）敬老パス及び白浜温泉センター福祉風
呂優待入浴券の提示により、町営の入浴施設が
無料または、半額で入浴可能
・無料　　白浜温泉センター福祉風呂、老人福
祉センター
・半額　　レインボー桜島温泉、白浜温泉セン
ター一般風呂

29 生活支援移送サービス事業 該当なし。 該当なし。 該当なし。

30 老人はり・きゅう等施術費助成事
業

該当なし。 該当なし。 （対象者）70歳以上及び老人医療受給者証被交
付者
（内容）施術1回につき1,000円
1日1回、年間60回以内
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(27)高齢者福祉事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

該当なし。 該当なし。 桜島町のみ。 合併する年度の翌年度に廃止する。
合併する年度は現行どおりとする。

「高齢者生きいき生活支援事業」
（対象者）生活指導型ショートステイ利用者
生活指導型ショートステイ施設とサービス利用
者宅を無料で送迎
15年度委託料単価880円（往復）

該当なし。 松元町のみ。 合併する年度の翌年度に廃止する。
合併する年度は現行どおりとする。

該当なし。 （対象者）70歳以上
（内容）施術1回につき500円
1日1回、年間60回以内

桜島町及び郡山町のみ。
（鹿児島市及び松元町は国保で実施）

合併する年度の翌年度に廃止する。
合併する年度は現行どおりとする。
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　　（様式１） 　　　事　務　事　業　現　況　調　書　　総　括　表

(28)　障害者福祉事業 健康福祉専門部会

番号 事　　務　　事　　業　　名 鹿児吉田桜島松元郡山区分 経過 番号 事　　務　　事　　業　　名 鹿児吉田桜島松元郡山区分 経過

1 自動車改造費助成事業 ○ × × ○ ○ Ｂ 21 「子どもの家療育クラブ」運営補助金 × × × ○ ○ Ｃ

2 自動車運転免許取得費助成事業 ○ × × ○ ○ Ｂ 22 町内巡回バス特別乗車割引券交付事業 × ○ × × × Ｃ

3 手話通訳者等派遣事業 ○ × × ○ ○ Ｂ

4 身体障害者在宅介護支援システム設置事業 ○ × × × × Ｂ

5 障害者通所援護事業補助金 ○ ○ × × × Ｂ

6 重度身体障害者日常生活用具給付等事業 ○ ○ ○ ○ ○ Ｂ

7 重度障害児（者）日常生活用具給付事業 ○ ○ ○ × ○ Ｂ

8 手話通訳者設置事業 ○ × × ○ ○ Ｂ

9 重度心身障害者（児）紙おむつ等助成事業 ○ ○ × × × Ｂ

10 友愛タクシー券交付事業（精神障害者） ○ × × × × Ｂ

11 友愛タクシー券交付事業（身体障害者） ○ × × × × Ｂ

12 友愛タクシー券交付事業（知的障害者） ○ × × × × Ｂ

13 寝具乾燥事業 ○ × ○ ○ ○ Ｂ

14 身体障害者理髪・美容サービス事業 ○ ○ × × × Ｂ

15 手話奉仕員養成事業 ○ ○ × ○ ○ Ｂ

16 身体障害者スポーツ大会開催事業 ○ × × ○ ○ Ｂ

17 知的障害者ボランティア活動参加促進事業 ○ × × ○ ○ Ｂ

18 重度身体障害者住宅改造費助成事業 ○ × ○ ○ ○ Ｂ

19 ゆうあい訪問給食事業 ○ ○ ○ ○ ○ Ｂ

20 身体障害者介護手当支給事業 × ○ × × × Ｂ

（注１）該当する事務事業を実施している市町には○印、実施していない場合は×印を表示。

（注２）区分欄には調整方針（案）の区分を表示。（Ａ：現行どおり、Ｂ：一元化、Ｃ：廃止）

（注３）経過欄には調整方針（案）で経過措置を講じることとした場合に△印を表示。
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（様式２）その１ 　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(28)　障害者福祉事業 健康福祉専門部会

  現　　　　　　　　　　況

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町
1 自動車改造費助成事業 ①対象　本市に居住し身体障害者手帳の交付を

受けている者が所有し、運転する自動車
②補助金額　改造に要した経費
（限度額１０万円）
③１４年度実績
26件、2,174,985円

該当なし。 該当なし。

2 自動車運転免許取得費助成事業 ①対象　本市に居住し身体障害者手帳の交付を
受けている者
②補助金額　費用の２／３
（限度額１０万円）
③１４年度実績
11件、1,100,000円

該当なし。 該当なし。

3 手話通訳者等派遣事業 ①コーディネーターが、聴覚障害者・中途失聴
者・難聴者からの要請に応じ、手話通訳者・手
話奉仕員・要約筆記奉仕員を派遣する。
②派遣可能登録者数　５８人
③１４年度派遣件数
市委託料支払分（個人依頼）1,000件
団体等依頼者支払分　852件

該当なし。 該当なし。

4 身体障害者在宅介護支援システム
設置事業

①対象　ひとり暮らしの重度身体障害者（１，
２級）及びこれに準ずる世帯
②内容　在宅介護支援システム（緊急通報シス
テム）を設置する。
③１４年度設置台数　４台
稼働台数　５８台

該当なし。 該当なし。

項　　　　　目

(28) － 2



（様式２）その２

(28)　障害者福祉事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
広域で実施
伊集院町、郡山町、松元町、市来町、東市来
町、吹上町、金峰町、日吉町の８町
制度は鹿児島市に同じ

広域で実施
伊集院町、郡山町、松元町、市来町、東市来
町、吹上町、金峰町、日吉町の８町
制度は鹿児島市に同じ

鹿児島市、松元町及び郡山町のみ。 合併時に鹿児島市の制度を適用し、統合す
る。

広域で実施
伊集院町、郡山町、松元町、市来町、東市来
町、吹上町、金峰町、日吉町の８町
制度は鹿児島市に同じ

広域で実施
伊集院町、郡山町、松元町、市来町、東市来
町、吹上町、金峰町、日吉町の８町
制度は鹿児島市に同じ

鹿児島市、松元町及び郡山町のみ。 合併時に鹿児島市の制度を適用し、統合す
る。

広域で実施
伊集院町、郡山町、松元町、市来町、東市来
町、吹上町、金峰町、日吉町の８町

広域で実施
伊集院町、郡山町、松元町、市来町、東市来
町、吹上町、金峰町、日吉町の８町

鹿児島市、松元町及び郡山町のみ。
（吉田町及び桜島町は県で実施。）

合併時に鹿児島市の制度を適用し、統合す
る。

該当なし。 該当なし。 鹿児島市のみ。 合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を適
用し、統合する。
合併する年度は現行どおりとする。

課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）
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（様式２）その１ 　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(28)　障害者福祉事業 健康福祉専門部会

  現　　　　　　　　　　況

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町
項　　　　　目

5 障害者通所援護事業補助金 ①社会福祉法人等が実施している通所援護事業
（小規模作業所：１日当たりの利用者が５人以
上であり、かつおおむね週５日以上実施するも
の）に対し運営費の一部を補助する。
②補助金額
５人以上９人以下　4,186千円
１０人以上　5,194千円
介護加算　療育手帳所持者×143千円
家賃加算　家賃（年額）の２分の１（上限 600
千円）
③１４年度実績　１９ヶ所

①通所による授産施設で、常時利用するものが
おおむね５人以上であり，原則として週４日以
上利用できる施設の運営に対し運営費の一部を
補助する。
②１箇所 2,200千円（国補助 1,100千円、県補
助 550千円）
③１４年度実績　１ヶ所

該当なし。

6 重度身体障害者日常生活用具給付
等事業

①対象　在宅の重度身体障害者
②品目　浴槽、湯沸器、特殊寝台、入浴補助具
など３９品目（うち市単独：エアーパット、発
電機）
③１４年度給付件数　４７９件

①対象　鹿児島市に同じ
②品目　浴槽、湯沸器、特殊寝台、入浴補助具
など３７品目

①対象　鹿児島市に同じ
②品目　浴槽、湯沸器、特殊寝台、入浴補助具
など３７品目

7 重度障害児（者）日常生活用具給
付事業

①対象　在宅の重度障害児及び重度知的障害者
②品目　浴槽、湯沸器、便器、拡大読書器、入
浴補助用具、ネブライザーなど３４品目（うち
市単独：盲人用時計）
③１４年度給付件数　５６件

①対象　鹿児島市に同じ。
②品目　浴槽、湯沸器、便器、拡大読書器、入
浴補助用具、ネブライザーなど３３品目

①対象　鹿児島市に同じ。
②品目　浴槽、湯沸器、便器、拡大読書器、入
浴補助用具、ネブライザーなど３３品目

8 手話通訳者設置事業 　聴覚障害者等のコミュニケーションの円滑化
を推進するため、手話通訳者を市庁舎内に配置
する。
本庁、谷山・伊敷・吉野支所の４人

該当なし。 該当なし。
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（様式２）その２

(28)　障害者福祉事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

該当なし。 該当なし。 鹿児島市及び吉田町のみ。
（補助要件・補助金額が異なる。）

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を適
用し、統合する。
合併する年度は現行どおりとする。

①対象　鹿児島市に同じ
②品目　浴槽、湯沸器、特殊寝台、入浴補助具
など３７品目

①対象　鹿児島市に同じ
②品目　浴槽、湯沸器、特殊寝台、入浴補助具
など３７品目

給付品目が異なる。
（鹿児島市のみ市単独が２品目ある。）

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度に統
合する。
合併する年度は現行どおりとする。

該当なし。 ①対象　鹿児島市に同じ。
②品目　浴槽、湯沸器、便器、拡大読書器、入
浴補助用具、ネブライザーなど３３品目

鹿児島市、吉田町、桜島町及び郡山町のみ。
給付品目が異なる。
（鹿児島市のみ市単独が１品目ある。）

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度に統
合する。
合併する年度は現行どおりとする。

広域で実施
伊集院町、郡山町、松元町、市来町、東市来
町、吹上町、金峰町、日吉町の８町
各町１人の月１５日以内

広域で実施
伊集院町、郡山町、松元町、市来町、東市来
町、吹上町、金峰町、日吉町の８町
各町１人の月１５日以内

鹿児島市、松元町及び郡山町のみ。 合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を適
用し、統合する。
合併する年度は現行どおりとする。
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（様式２）その１ 　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(28)　障害者福祉事業 健康福祉専門部会

  現　　　　　　　　　　況

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町
項　　　　　目

9 重度心身障害者（児）紙おむつ等
助成事業

①対象　身体障害者手帳１級、２級の肢体不自
由者または、療育手帳Ａ１，Ａ２，Ａに該当す
るもので、生計中心者の前年の所得税が非課税
である世帯に属する者。
②月額 4,000円以内
③１４年度　２０２人

①対象　身体障害者手帳１級、２級の肢体不自
由者または、療育手帳Ａ１，Ａ２，Ａに該当す
るもので、生計中心者の前年の所得税が非課税
である世帯に属する者。
②月６０枚
③１４年度　３人

該当なし。

10 友愛タクシー券交付事業（精神障
害者）

①重度の精神障害者の生活の利便及び社会参加
の促進を図るため、タクシーを利用する場合の
運賃の一部を補助する。
②年間　14,000円（200円券70枚）を限度とする
（年度途中で交付する場合は申請月に応じた枚
数）。
③１４年度交付者数　２０人

該当なし。 該当なし。

11 友愛タクシー券交付事業（身体障
害者）

①重度の身体障害者の生活の利便及び社会参加
の促進を図るため、タクシーを利用する場合の
運賃の一部を補助する。
②年間　14,000円（200円券70枚）を限度とする
（年度途中で交付する場合は申請月に応じた枚
数）。
③１４年度交付者数　4,844人

該当なし。 該当なし。

12 友愛タクシー券交付事業（知的障
害者）

①重度の知的障害者（児）の生活の利便及び社
会参加の促進を図るため、タクシーを利用する
場合の運賃の一部を補助する。
②年間　14,000円（200円券70枚）を限度とする
（年度途中で交付する場合は申請月に応じた枚
数）。
③１４年度交付者数　458人

該当なし。 該当なし。
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（様式２）その２

(28)　障害者福祉事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

該当なし。 該当なし。 鹿児島市及び吉田町のみ。
（補助金額又は補助枚数が異なる。）

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を適
用し、統合する。
合併する年度は現行どおりとする。

該当なし。 該当なし。 鹿児島市のみ。 合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を適
用し、統合する。
合併する年度は現行どおりとする。

該当なし。 該当なし。 鹿児島市のみ。 合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を適
用し、統合する。
合併する年度は現行どおりとする。

該当なし。 該当なし。 鹿児島市のみ。 合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を適
用し、統合する。
合併する年度は現行どおりとする。
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（様式２）その１ 　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(28)　障害者福祉事業 健康福祉専門部会

  現　　　　　　　　　　況

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町
項　　　　　目

13 寝具乾燥事業 ①対象　介護を必要とする状態が６ヶ月以上継
続しているねたきりの身体障害者で、世帯の生
計中心者の前年の所得税が非課税の人
②内容　寝具の洗濯・消毒・乾燥（年３回）
③利用料　無料（市が定額で委託する（⑮2,887
円）。）
④１４年度利用者数　１３人

該当なし。 ①対象　心身の障害及び疾病等の理由により寝
具類の衛生管理が困難な身体障害者（所得制限
なし）
②内容　寝具の洗濯・消毒・乾燥（年２回）
③利用料　無料
※６５歳未満の利用なし

14 身体障害者理髪・美容サービス事
業

①対象　外出困難な重度身体障害者（肢体１
級、視覚１級）
②内容　理容業者又は美容業者を派遣する（１
人年３回まで）
③利用料　無料（市が定額で委託する（⑮3,801
円）。）
④１４年度利用者数　４２人

①対象　寝たきり老人等理髪サービス事業とし
て実施（歩行が困難な寝たきり）
②内容　理容業者又は美容業者を派遣する（１
人年４回まで）
③利用料　4,000円を超える場合は、超えた額は
利用者負担

該当なし。

15 手話奉仕員養成事業 　聴覚障害者、聴覚障害者の生活及び関連する
福祉制度についての理解ができ、手話で日常生
活に必要な手話語彙及び手話表現技術を習得し
た手話奉仕員を養成する。
①入門　２時間×３０日×２会場
（定員各　５０人)
②基礎　２時間×３０日×２会場
（定員各　４０人)

町福祉協議会で実施 該当なし。

16 身体障害者スポーツ大会開催事業 ①障害者スポーツの普及とスポーツを通じた交
流を深めるため、身体障害者体育大会を開催す
る。
②平成１４年９月２９日開催
③参加者数　３１０人
④ハートピアかごしま

該当なし。 該当なし。
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（様式２）その２

(28)　障害者福祉事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

①対象　心身の障害及び疾病等のため介護を要
するおおむね６５歳以上の高齢者・重度の身体
障害者で寝たきりの者（所得制限なし）
②内容　寝具の洗濯・消毒・乾燥（年２回）
③利用料　無料

①対象　心身の障害及び疾病等の理由により寝
具類の衛生管理が困難な身体障害者（所得制限
なし）
②内容　寝具の洗濯・消毒・乾燥（年２回）
③利用料　無料
※６５歳未満の利用なし

鹿児島市、桜島町、松元町及び郡山町のみ。
（利用回数が異なる。）

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を適
用し、統合する。
合併する年度は現行どおりとする。

該当なし。 該当なし。 鹿児島市及び吉田町のみ。
（利用回数、金額が異なる。）

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を適
用し、統合する。
合併する年度は現行どおりとする。

広域で実施
伊集院町、郡山町、松元町、市来町、東市来
町、吹上町、金峰町、日吉町の８町

広域で実施
伊集院町、郡山町、松元町、市来町、東市来
町、吹上町、金峰町、日吉町の８町

鹿児島市、吉田町、松元町及び郡山町のみ。 合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を適
用し、統合する。
合併する年度は現行どおりとする。

広域で実施
伊集院町、郡山町、松元町、市来町、東市来
町、吹上町、金峰町、日吉町の８町

広域で実施
伊集院町、郡山町、松元町、市来町、東市来
町、吹上町、金峰町、日吉町の８町

鹿児島市、松元町及び郡山町のみ。 合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を適
用し、統合する。
合併する年度は現行どおりとする。
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（様式２）その１ 　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(28)　障害者福祉事業 健康福祉専門部会

  現　　　　　　　　　　況

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町
項　　　　　目

17 知的障害者ボランティア活動参加
促進事業

①知的障害者本人によるボランティア活動を支
援するため、実習及び現場での実技（空き缶集
め、チリ拾い、公園等の草取り、清掃など）を
行うボランティア教室を開催する。
②３グループ、各年１０回
③１４年度延参加者数　371人

該当なし。 該当なし。

18 重度身体障害者住宅改造費助成事
業

①重度身体障害者の住宅の浴室・トイレ・廊下
の段差解消、手すりの設置や居室の改造等に要
する経費を助成する。
１００万円と対象経費のいずれか低いほうの額
に、３分の２を乗じた額
②１４年度助成件数　　７９件

該当なし。 　重度身体障害者の住宅の浴室・トイレ・廊下
の段差解消、手すりの設置や居室の改造等に要
する経費を助成する。
８０万円と対象経費のいずれか低いほうの額
に、３分の２を乗じた額
※高齢者等住宅改造費助成事業の中で実施

19 ゆうあい訪問給食事業 ①対象　独居重度身体障害者（１級、２級）及
び重度身体障害者だけの世帯の者で調理が困難
なもの。
②利用料　一食 200円
③配食日　日曜、祝日を除く
④利用回数　１週あたり６回以内、昼食のみ
委託料　一食 600円
⑤委託先　２５施設

①対象　概ね６５歳以上の単身者及び高齢者の
みの世帯、またはこれに準ずる世帯並びに身体
障害者であって、老衰、心身の障害及び疾病等
の理由により、食事の調整が困難で日常生活を
営むのに支障があるもの。
②利用料　一食 400円
③配食日　日曜、祝日を除く
④利用回数　昼・夜
※６５歳未満の利用者なし

①対象　概ね６５歳以上の単身者、高齢者世帯
及びこれに準ずる身体障害者世帯であって、総
合的な理由により、食事の調理が困難な者。
②利用料　一食 350円
③配食日　毎日
④利用回数　１週あたり１４回以内、昼・夜
⑤委託先　社会福祉法人桜岳会
※６５歳未満の利用者なし

20 身体障害者介護手当支給事業 該当なし。 ①対象　在宅で歩行が困難な寝たきりの状態が
90日以上続いている６歳以上65歳未満の身体障
害者手帳保持者を同居して介護している者
②月額　7,000円（２人目以降は１人 4,000
円）、特別障害者手当等を受給しているとき
は、１月 3,000円
③１５年５月現在
3,000円×６人/月

該当なし。

(28) － 10



（様式２）その２

(28)　障害者福祉事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

広域で実施
伊集院町、郡山町、松元町、市来町、東市来
町、吹上町、金峰町、日吉町の８町

広域で実施
伊集院町、郡山町、松元町、市来町、東市来
町、吹上町、金峰町、日吉町の８町

鹿児島市、松元町及び郡山町のみ。 合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を適
用し、統合する。
合併する年度は現行どおりとする。

　重度身体障害者（１，２級）の住宅の浴室・
トイレ・廊下の段差解消、手すりの設置や居室
の改造等に要する経費を助成する。
3０万円と対象経費のいずれか低いほうの額に、
３分の2を乗じた額
※高齢者等住宅改造費助成事業の中で実施

　重度身体障害者の住宅の浴室・トイレ・廊下
の段差解消、手すりの設置や居室の改造等に要
する経費を助成する。
８０万円と対象経費のいずれか低いほうの額
に、３分の２を乗じた額
※高齢者等住宅改造費助成事業の中で実施

補助金額が異なる 合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を適
用し、統合する。
合併する年度は現行どおりとする。

①対象　概ね６５歳以上のひとり暮らしの高齢
者や虚弱又は寝たきり等の高齢者及び重度身体
障害者等であって、食事の調理が困難な者。
②利用料　一食 200円
③配食日　月～土曜日
④利用回数　昼・夜
⑤委託先　松元町社会福祉協議会
※６５歳未満の利用者なし

①対象　独居重度身体障害者（１級、２級）、
食事の調理が困難な者（概ね６５才以上とする
が、特に町長が認める場合はこの限りではな
い）
②利用料　１食 350円
③配食日　日曜、祝日、8/13～15、年末年始を
除く
④利用回数　昼・夜
※６５歳未満の利用者　１人

それぞれ配食数、利用料が異なる。 障害者に対する配食サービス事業について
は、合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度
に統合するものとする。
鹿児島市のゆうあい訪問給食事業について
は、合併時までに配食回数を１日２食までと
することなど実施方法について、所要の見直
しを行うものとする。
合併する年度は現行どおりとする。

該当なし。 該当なし。 吉田町のみ。 合併する年度の翌年度に廃止する。
合併する年度は現行どおりとする。

(28) － 11



（様式２）その１ 　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(28)　障害者福祉事業 健康福祉専門部会

  現　　　　　　　　　　況

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町
項　　　　　目

21 「子どもの家療育クラブ」運営補
助金

該当なし。 該当なし。 該当なし。

22 町内巡回バス特別乗車割引券交付
事業

該当なし。 ①身体障害者手帳・療育手帳所持者（約６１０
人）に「町内巡回バス（100円均一料金）」の半
額の乗車割引券を交付する。（１５年度からの
新規事業）
②町内巡回バス
・３路線、定時運行（月～土、日休み）
・大人１００円均一（高齢者・障害者同じ）、
子ども５０円
③バス事業者へ５０円分の補助を行なう。

該当なし。

(28) － 12



（様式２）その２

(28)　障害者福祉事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

①日置地区８町で障害児通園事業施設「子ども
の家療育クラブ」の運営費において支援費だけ
では不足する分を補助する。
②１５年度予算　1,110千円（５人分）

①日置地区８町で障害児通園事業施設「子ども
の家療育クラブ」の運営費において支援費だけ
では不足する分を補助する。
②１５年度予算　222千円（１人分）

松元町、郡山町のみ。
（日置地区の広域で実施している。）

合併する年度の翌年度に廃止する。
合併する年度は現行どおりとする。

該当なし。 該当なし。 吉田町のみ。 友愛特別乗車証交付事業の実施までは現行ど
おりとする。ただし、身体障害者手帳４級所
持者で６５歳未満の者及び５級、６級所持者
は、手帳提示により半額で利用できるように
調整する。

(28) － 13



 

 

 

 

 

 

（29）生活保護事業等の取扱いについて
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



　　（様式１） 　　　事　務　事　業　現　況　調　書　　総　括　表

(29)　生活保護事業等 健康福祉専門部会

番号 事　　務　　事　　業　　名 鹿児吉田桜島松元郡山区分 経過 番号 事　　務　　事　　業　　名 鹿児吉田桜島松元郡山区分 経過

1 社会福祉施設整備資金に係る利子補給事業 ○ ○ × × × B 21

2 22

3 23

4 24

5 25

6 26

7 27

8 28

9 29

10 30

11 31

12 32

13 33

14 34

15 35

16 36

17 37

18 38

19 39

20 40

（注１）該当する事務事業を実施している市町には○印、実施していない場合は×印を表示。

（注２）区分欄には調整方針（案）の区分を表示。（Ａ：現行どおり、Ｂ：一元化、Ｃ：廃止）

（注３）経過欄には調整方針（案）で経過措置を講じることとした場合に△印を表示。
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（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(29)　生活保護事業等 健康福祉専門部会

                 現          況

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町
1 社会福祉施設整備資金に係る利子
補給事業

　民間社会福祉法人が社会福祉医療
事業団から借入れた社会福祉施設整
備資金に係る利子に対し、予算の範
囲内で補助する。
（１）老人福祉施設
　①ゴールドプラン関係施設
　　　　　　　　　：３分の２以内
　②その他の施設
　　　　　　　　　：２分の１以内
（２）その他の社会福祉施設
　　　　　　　　　：２分の１以内

　社会福祉法人が老人福祉施設を
整備する際に、社会福祉、医療事
業団から借入れた施設整備資金
に係る利子の一部を補助する。
（１）補助率　町（３分の１以内）
　　　　　　　県（２分の１以内）
（２）社会福祉法人寿康会
　　　デイサービスセンター

該当なし。

（参考）
生活保護法に基づく扶助
（１）級地区分

（２）被保護世帯数
     (14年度平均）
（３）被保護人員
　　（14年度平均）
（４）標準３人世帯の
　場合の基準額（15
　年度）
※標準３人世帯（33歳
　男、 29歳女、４歳子）

（１）２級地の１

（２）６，１２４世帯
　
（３）８，８３１人

（４）１８８，９７３円

（１）３級地の２

（２）３４世帯
　
（３）４５人

（４）１５７，４４１円

（１）３級地の１

（２）３０世帯
　
（３）４９人

（４）１６４，７４３円

項　　　　　目

(29) － 2



（様式２）その２

(29)　生活保護事業等 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
該当なし。 該当なし。 鹿児島市及び吉田町のみ。 合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を適

用し、統合する。
合併する年度は現行どおりとする。

（１）３級地の２

（２）２４世帯
　
（３）４１人

（４）１５７，４４１円

（１）３級地の２

（２）１９世帯
　
（３）２４人

（４）１５７，４４１円

４町分は県福祉事務所で実施。 合併時に鹿児島市の級地区分を適用する。

課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

(29) － 3



 

 

 

 

 

 

（30）健康づくり事業の取扱いについて
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



　　（様式１） 　　　事　務　事　業　現　況　調　書　　総　括　表

(30)　健康づくり事業 健康福祉専門部会

番号 事　　務　　事　　業　　名 鹿児吉田桜島松元郡山区分 経過 番号 事　　務　　事　　業　　名 鹿児吉田桜島松元郡山区分 経過

1 市民健康まつり ○ ○ ○ ○ ○ Ｂ 21

2 22

3 23

4 24

5 25

6 26

7 27

8 28

9 29

10 30

11 31

12 32

13 33

14 34

15 35

16 36

17 37

18 38

19 39

20 40

（注１）該当する事務事業を実施している市町には○印、実施していない場合は×印を表示。

（注２）区分欄には調整方針（案）の区分を表示。（Ａ：現行どおり、Ｂ：一元化、Ｃ：廃止）

（注３）経過欄には調整方針（案）で経過措置を講じることとした場合に△印を表示。

(30) - 1



（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(30)　健康づくり事業 健康福祉専門部会

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町
1 市民健康まつり １　名称　市民健康まつり

２　時期　10月下旬
３　主催　市民健康まつり実行委員会
　　　　（構成）市医師会等８団体
　　　　（協力団体）　１８団体
４　開催場所　鹿児島アリーナ
５　内容　功労者表彰、講演会、
　　　　　展示、健康相談等
６　参加者　1,000人
７　事業費　6,725千円
　　（市負担金　2,300千円）

１　名称　吉田町健康・福祉まつり
２　時期　９月第１日曜
３　主催　町、町国民健康保険
４　開催場所　吉田町文化体育センター
５　内容　各種表彰、講演会、展示、
　　　　　健康相談
６　参加者　1,000人
７　事業費　3,203千円

１　名称　農林水産まつり・健康づく
　　　　　り大会
２　時期　５月
３　主催　町、町国民健康保険、
　　　　　町健康づくり推進協議会
４　開催場所　ふれあい広場
５　内容　講演会、展示、健康相談
６　参加者　130人
７　事業費　293千円

項　　　　　目
現　　　　　　　　　　　　　　　況

(30) － 2



（様式２）その２

(30)　健康づくり事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
１　名称　フェスタまつもと・健康ま
　　　　　つり
２　時期　１２月
３　主催　フェスタ松元実行委員会
　　　　　（構成）町、商工会、JA
４　開催場所　平野岡健康づくり
　　　　　　　公園内「茶山房」
５　内容　展示、健康相談
６　参加者　800人
７　事業費　342千円

１　名称　健康と福祉のつどい・生涯
　　　　　学習推進大会
２　時期　１１月
３　主催　町、教育委員会
４　開催場所　保健センター
５　内容　各種表彰、講演会、展示
　　　　　健康相談
６　参加者　350人
７　事業費　634千円

事業目的、実施主体及び実施形態が異なる。 市民健康まつりは現行どおり実施する。
吉田町、桜島町、松元町及び郡山町で実施し
ている事業については、地域性を考慮して実
施する。
合併する年度は現行どおりとする。

課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

(30) － 3



 

 

 

 

 

 

（31）保健衛生事業の取扱いについて
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



　　（様式１） 　　　事　務　事　業　現　況　調　書　　総　括　表

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

番号 事　　務　　事　　業　　名 鹿児吉田桜島松元郡山区分 経過 番号 事　　務　　事　　業　　名 鹿児吉田桜島松元郡山区分 経過

1 犬の登録と狂犬病予防注射済票の交付 ○ ○ ○ ○ ○ Ｂ 21 ツベルクリン反応検査・ＢＣＧ予防接種事業 ○ ○ ○ ○ ○ Ｂ

2 在宅当番医制 ○ ○ ○ ○ ○ Ｂ 22 食生活改善推進事業 ○ ○ ○ ○ ○ Ｂ

3 共同利用型病院運営費補助事業 ○ ○ ○ ○ ○ Ｂ 23 精神保健推進事業 ○ ○ ○ ○ ○ Ｂ

4 生活習慣病検診事業 ○ ○ ○ ○ ○ Ｂ 24 精神障害者小規模作業所運営費補助事業 ○ × × ○ ○ Ｂ

5 C型肝炎緊急総合対策事業 ○ ○ ○ ○ ○ Ｂ 25 精神障害者居宅介護等事業 ○ ○ × ○ ○ Ｂ

6 予防接種事業 ○ ○ ○ ○ ○ Ｂ 26 精神障害者短期入所（ショートステイ）事業 ○ × × ○ × Ｂ

7 ヘルスアップ教育（健康教育）事業 ○ ○ ○ ○ ○ Ｂ 27 精神障害者地域生活援助（グループホーム）事業 ○ × × ○ × Ｂ

8 健康相談事業 ○ ○ ○ ○ ○ Ｂ 28 生き生き８０健康づくり事業 ○ ○ ○ × ○ Ｂ

9 介護予防のための訓練（機能訓練）事業 ○ × ○ ○ ○ Ｂ 29 健康づくり推進員支援事業 ○ × × ○ ○ Ｂ

10 健康手帳交付 ○ ○ ○ ○ ○ Ｂ 30 健康づくり月間イベント開催事業 ○ ○ × × × Ｂ

11 転倒骨折予防教室委託事業 ○ ○ ○ ○ × Ｂ 31 地域保健活動事業 ○ ○ × × ○ Ｂ

12 妊婦健康診査・健康相談事業 ○ ○ ○ ○ ○ Ｂ 32 保健所廃棄物（感染性廃棄物）処分委託事業 ○ ○ ○ ○ ○ Ｂ

13 乳幼児健康診査事業 ○ ○ ○ ○ ○ Ｂ 33 女性の健康促進事業 ○ × ○ × × Ｂ

14 幼児むし歯予防事業 ○ ○ ○ ○ ○ Ｂ 34 骨粗しょう症検診事業 ○ ○ ○ ○ ○ Ｂ

15 母子健康教室 ○ ○ ○ ○ × Ｂ 35 腹部超音波検診事業 ○ ○ ○ ○ ○ Ｂ

16 新生児・妊産婦訪問指導事業 ○ ○ ○ ○ ○ Ｂ 36 保健センター ○ ○ ○ ○ ○ Ｂ

17 子育て支援事業 ○ ○ ○ ○ ○ Ｂ

18 子どもすこやか安心ねっと事業 ○ ○ ○ ○ × Ｂ

19 歯科保健事業 ○ × × × ○ Ｂ

20 胸部レントゲン健康診断事業 ○ ○ ○ ○ ○ Ｂ

（注１）該当する事務事業を実施している市町には○印、実施していない場合は×印を表示。

（注２）区分欄には調整方針（案）の区分を表示。（Ａ：現行どおり、Ｂ：一元化、Ｃ：廃止）

（注３）経過欄には調整方針（案）で経過措置を講じることとした場合に△印を表示。
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（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

項　　　　　目

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町
1 犬の登録と狂犬病予防注射済票の
交付

○集合注射実施時期4月、5月
○会場　211施設
○実施した曜日、日数
・4月　平日 8日　日曜日３日
・5月　平日14日　日曜日３日
○狂犬病予防注射実施者
鹿児島市獣医師会会員36名
（会場数・日程は13年度）

○集合注射実施時期 5月、9月、12月
○会場　72施設
○実施した曜日、日数
・ 5月　平日 7日
・ 9月　平日 2日
・12月  平日 1日
○狂犬病予防注射実施者
(社)鹿児島県獣医師会姶良支部会員2名
（会場数・日程は13年度）

○集合注射実施時期　6月、9月、11月
○会場　１１施設
○実施した曜日、日数
・  6月　 平日　2日
・  9月　 平日　1日
・ 11月  平日 　1日
○狂犬病予防注射実施者
(社)鹿児島県獣医師会姶良支部会員4名
（会場数・日程は13年度）

2 在宅当番医制 鹿児島市医師会
合同事業：鹿児島市、吉田町、桜島町

　　　　　　　　(1市２町）

鹿児島市医師会
合同事業：鹿児島市、吉田町、桜島町

　　　　　　　　　　　　(1市２町）

鹿児島市医師会
合同事業：鹿児島市、吉田町、桜島町

　　　　　　　　　　　　(1市２町）

現　　　　　　　　　　　　　　　況

(31) － 2



（様式２）その２

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
○集合注射実施時期 5月、10月、12月
○会場　63施設
○実施した曜日、日数
・ 4月　平日4日
・10月　平日2日
・12月　平日1日
○狂犬病予防注射実施者
(社)鹿児島県獣医師会日置支部会員2名
（会場数・日程は13年度）

○集合注射実施時期 5月、10月、2月
○会場　37施設
○実施した曜日、日数
・ 5月 平日 3日
・10月 平日 1日
・ 2月 平日1日
○狂犬病予防注射実施者
(社)鹿児島県獣医師会日置支部会員1名
（会場数・日程は13年度）

集合狂犬病予防注射の時期及び実施者が異
なる

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度に
統合するが、実施にあたっては４町の現状
を踏まえ対応する。
合併する年度は現行どおりとする。

日置郡医師会
合同事業：松元町、郡山町、市来町、
          東市来町、伊集院町、日吉町、
          吹上町、金峰町
　　　　　　　　　　　（８町）

日置郡医師会
合同事業：松元町、郡山町、市来町、
          東市来町、伊集院町、日吉町、
          吹上町、金峰町
　　　　　　　　　　　（８町）

鹿児島市、吉田町、桜島町では、相手先が
同じであるが、他の２町は相手先が異な
る。今後、地域医療圏の再編が行われれ
ば、医師会の統合なども考えられる。

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度に
統合するが、実施にあたっては４町の現状
を踏まえ対応する。
合併する年度は現行どおりとする。

課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

(31) － 3



（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

項　　　　　目

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町

現　　　　　　　　　　　　　　　況

3 共同利用型病院運営費補助事業 鹿児島市医師会
合同事業：鹿児島市、吉田町、桜島町、
          東市来町、市来町、松元町、
　　　　　伊集院町、郡山町、日吉町、
          吹上町、三島村、十島村
　　　　　（１市９町２村）

鹿児島市医師会
合同事業：鹿児島市、吉田町、桜島町、
          東市来町、市来町、松元町、
　　　　　伊集院町、郡山町、日吉町、
          吹上町、三島村、十島村
　　　　　（１市９町２村）

鹿児島市医師会
合同事業：鹿児島市、吉田町、桜島町、
          東市来町、市来町、松元町、
　　　　　伊集院町、郡山町、日吉町、
          吹上町、三島村、十島村
　　　　　（１市９町２村）

4 生活習慣病検診事業

　基本健康診査

　　・実施方法 集団健診、個別健診 集団健診のみ 集団健診のみ

　　・対象者 ３２歳女性及び４０歳以上の者 ４０歳以上の者 ４０歳以上の者

　　・検査項目 基本健康診査マニュアルのとおり 鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

　　・実施場所 集団→・所内４２会場
        （４保健センター直営）
　　・小学校、地域福祉館等81会場
        （県民総合保健センター委託）
個別→市内の 354受託医療機関で実施

集団→健康管理センター（年７回）
　　　　 （県民総合保健センター、
　　　　　厚生連委託）

集団→健康管理センター（年７回）
　　　　 （県民総合保健センター、
　　　　　厚生連委託）

　　・自己負担金 無料 １，３００円
（70歳以上は無料）

１，３００円
（70歳以上及び非課税世帯、節目40歳・50歳は
無料）

　　・委託単価 集団→４，７３９.７円
　　前年度 国の基準額（4,306円）
        ＋事務手数料（433.7円）
個別→１０，０７３円
　　前年度国の基準額どおり

集団→４，２６７円
　　　　（国の基準額）

集団→４，２６７円
　　　　（国の基準額）

(31) － 4



（様式２）その２

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

鹿児島市医師会
合同事業：鹿児島市、吉田町、桜島町、
          東市来町、市来町、松元町、
　　　　　伊集院町、郡山町、日吉町、
          吹上町、三島村、十島村
　　　　　（１市９町２村）

鹿児島市医師会
合同事業：鹿児島市、吉田町、桜島町、
          東市来町、市来町、松元町、
　　　　　伊集院町、郡山町、日吉町、
          吹上町、三島村、十島村
　　　　　（１市９町２村）

補助金の額が異なる。 合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度に
統合する。
合併する年度は現行どおりとする。

集団健診、個別健診（一括方式） 集団健診のみ 実施方法が異なる。

４０歳以上の者 ４０歳以上の者 対象年齢等が異なる。

鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

集団→・町内各公民館と保健センター
　　　　　５会場で実施
　　　　　（郡医師会委託）
　　　　 ・１会場（厚生連委託）
個別→町内の５受託医療機関で実施

集団→・町内14会場（大腸がんとｾｯﾄ)
          (郡医師会 委託）
      ・総合健診（県民総合保健センター
　　　　　　　　　会場、厚生連３会場 委
託）

実施会場及び委託先が異なる。

集団１，３００円
（老人医療受給者・国保世帯等は無料）
個別２，４００円（国保世帯1,100円）老人医
療受給者等は無料

１，３００円
（70歳以上は無料、非課税世帯など申請により
減免あり）

自己負担金が異なる。

集団→・郡医師会　４，８１７円
 
　　　・厚生連　  ４，２６７円
 
個別→７，９３３円(国の基準額）

集団→・郡医師会 ４，８１７円
　　　　 ・県民総合保健センター、
　　　　厚生連 　４，２６７円

委託先及び委託単価が異なる。

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度に
統合するが、実施にあたっては４町の現状
を踏まえ対応する。
合併する年度は現行どおりとする。

(31) － 5



（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

項　　　　　目

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町

現　　　　　　　　　　　　　　　況

　胃がん検診

　　・実施方法 集団検診 鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

　　・対象者 40歳以上 鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

　　・実施項目 間接撮影（７枚）・問診 鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

　　・実施場所 小学校等　148会場 健康管理センター　年7回
（県民総合保健ｾﾝﾀｰに委託）

保健センター　年7回

　　・自己負担金 1,000円 1,000円 900円

　　・委託単価 4,848.9円 4,470円 4,470円

　肺がん検診

　　・実施方法 集団検診 鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

　　・対象者 40歳以上 鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

　　・実施項目 間接撮影・問診・喀痰検査 鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

（問診の結果必要な者）

　　・実施場所 小学校等　121会場 健康管理センター　年7回
（県民総合保健ｾﾝﾀｰに委託）

保健センター　年7回

　　・自己負担金 胸部間接撮影　無料 胸部間接撮影　300円 胸部間接撮影　200円

喀痰検査　500円 喀痰検査　800円 喀痰検査　500円

　　・委託単価 読影のみ　968.1円 読影のみ　590円 読影のみ　590円

読影＋喀痰　3,828.3円 読影＋喀痰　3,450円 読影＋喀痰　3,450円

(31) － 6



（様式２）その２

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

小学校等　12会場 町保健センター　1会場 実施場所が異なる。

900円 900円 自己負担金が異なる。

4,470円 4,470円 委託単価が異なる。

鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

小学校等 町保健センター　1会場 実施場所が異なる。

胸部間接撮影　200円 胸部間接撮影　200円 自己負担金が異なる。

喀痰検査　500円 喀痰検査　500円

読影のみ　590円 読影のみ　590円 委託単価が異なる。

読影＋喀痰　3,450円 読影＋喀痰　3,450円

(31) － 7



（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

項　　　　　目

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町

現　　　　　　　　　　　　　　　況

　大腸がん検診

　　・実施方法 集団検診、個別検診 集団検診 集団検診

　　・対象者 40歳以上 鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

　　・実施項目 便潜血反応検査（2日法） 鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

・問診
　　・実施場所 集団　小学校等　121会場 集団　健康管理センター　年７回 集団　保健センター　年7回

個別　市内の医療機関等

　　　　医師会154　医師会外11

　　・自己負担金 集団　  600円 集団　  600円 集団　500円

個別　1,100円

　　・委託単価 集団　1,978.2円 集団　1,600円 集団　1,600円

個別　4,563円

　子宮がん検診

　　・実施方法 集団検診、個別検診 集団検診 集団検診

　　・対象者 30歳以上の女性 鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

　　・実施項目 頸部、体部の細胞診 鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

・内診・問診

　　・実施場所 集団　小学校等　50会場 集団　健康管理センター　年２回 集団　保健センター　年1回

個別　市内の医療機関等

　　　　医師会38　医師会外1

　　・自己負担金 集団  頸部 600円 集団　700円 集団　頸部 鹿児島市と同じ

　　　　頸、体部 1,400円 　　　　頸、体部 1,300円

個別  頸部 1,700円

　　　　頸、体部 2,700円

　　・委託単価 集団  頸部 3,708.6円 集団　頸部 3,330円 集団　頸部 3,330円

　　　　頸、体部 5,319.3円 　　　　頸、体部 4,940円

個別　頸部 6,957円

　　　  頸、体部 10,632円

(31) － 8



（様式２）その２

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

集団検診 集団検診 実施方法が異なる。

鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

集団　小学校等　12会場 集団　公民館等　14会場 実施場所が異なる。

集団　500円 集団　500円 自己負担金が異なる。

集団　1,600円 集団　1,600円 委託単価が異なる。

集団検診 集団検診 実施方法が異なる。

鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

集団　保健センター　6会場 集団　保健センター　1会場 実施場所が異なる。

集団　頸部 鹿児島市と同じ 集団　頸部 鹿児島市と同じ 自己負担金が異なる。

　　　　頸、体部 1,300円 　　　　頸、体部 1,300円

集団　頸部 3,330円 集団　頸部 3,330円 委託単価が異なる。

　　　　頸、体部 4,940円 　　　　頸、体部 4,940円

(31) － 9



（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

項　　　　　目

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町

現　　　　　　　　　　　　　　　況

　乳がん検診

　　・実施方法 集団検診、個別検診 集団検診 集団検診

　　・対象者 30歳以上の女性 鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

　　・実施項目 視診、触診・問診 視診、触診・問診 視診、触診・問診

超音波・ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨはｵﾌﾟｼｮﾝ ・超音波・ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ ・超音波・ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ

　　・実施場所 集団　小学校等　16会場 集団　健康管理センター　隔年２回 集団　保健センター　隔年1回

個別　市内の医療機関等
　　　　医師会79　医師会外3

　　・自己負担金 集団　視触診　300円 集団　視触診　400円 集団　鹿児島市に同じ

　　　　超音波、ﾏﾝﾓ 各3,150円 　　　　超音波、ﾏﾝﾓ 各1,000円 　　　　超音波、ﾏﾝﾓ 各1,000円

個別　視触診　700円

　　・委託単価 集団　視触診　2,108.4円 集団　視触診　1,730円 集団　視触診　1,730円

超音波、ﾏﾝﾓ 各3,150円 超音波、ﾏﾝﾓ 各3,150円

個別　視触診　2,915円

(31) － 10



（様式２）その２

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

集団検診 集団検診 実施方法が異なる。

鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

鹿児島市に同じ 視診、触診・問診 実施項目が異なる。

・超音波・ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ

集団　保健センター　隔年６回 集団　保健センター　隔年1回 実施場所及び実施回数が異なる。

集団　鹿児島市に同じ 集団　鹿児島市に同じ 自己負担金が異なる。

　　　　鹿児島市に同じ 　　　　超音波、ﾏﾝﾓ 各1,000円

集団　視触診　1,730円 集団　視触診　1,730円 委託単価が異なる。

超音波、ﾏﾝﾓ 各3,150円 超音波、ﾏﾝﾓ 各3,150円
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（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

項　　　　　目

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町

現　　　　　　　　　　　　　　　況

　前立腺がん検診

　　・実施方法 集団検診、個別検診 該当なし
 （基本健診のオプションで厚生連が実施して
おり、希望者は全額自己負担で受診できる。）

集団検診

　　・対象者 基本健康診査の対象者のうち、
50,55,60,65,70歳の者

５０歳以上

　　・検査項目 ＰＳＡ特異抗原検査 鹿児島市に同じ

　　・実施場所 集団→基本健診会場と同じ
　　　（県民総合保健センター委託）
個別→３５４受託医療機関

集団→保健センター
　　　（基本健康診査と同時）

　　・自己負担金 集団→４００円
個別→８００円

集団→５００円

　　・委託単価 集団→１，５７５円
　　　（検診機関の検診料）
個別→３，２５５円
　　　（診療報酬点数＋判断料）

集団→１５７５円

(31) － 12



（様式２）その２

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

該当なし
 （基本健診のオプションで厚生連が実施して
おり、希望者は全額自己負担で受診できる。）

該当なし
 （基本健診のオプションで厚生連が実施して
おり、希望者は全額自己負担で受診できる。）

鹿児島市及び桜島町のみ。
実施方法が異なる。

対象者が異なる。

実施場所及び実施回数が異なる。

自己負担が異なる。

委託先が異なる。
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（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

項　　　　　目

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町

現　　　　　　　　　　　　　　　況

5 Ｃ型肝炎緊急総合対策事業

　肝炎ウイルス検診

　　・実施方法 集団検診、個別検診 集団検診のみ 集団検診のみ

　　・対象者 ４０歳以上の基本健康診査の対象者で国の基準
どおり

40歳から5歳きざみで70歳までと14年度対象者 鹿児島市に同じ

　　・検査項目 ＨＣＶ検査及びＨＢｓ抗原検査 鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

　　・実施場所 基本健康診査と同じ会場 鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

　　・自己負担金 国の費用徴収基準額のとおり   700円（対象者,要指導者)
2,463円（希望者）

鹿児島市に同じ

　　・委託単価 集団→国の基準単価（検査費用積算額）の
     とおり
　　　・県民総合保健センター
　　　　2,463円(C+B)以下同じ
　　　　HCV抗原検査1,680円
　　　　核酸増幅検査5,040円
個別→(節目等検診）
       ・Ｃ＋Ｂ　3,759円
　　　 ・Ｃのみ 3,360円
　　　 ・Ｂのみ 1,869円
        (肝機能要指導者検診)
       ・Ｃ＋Ｂ　5,679円
　　　 ・Ｃのみ 5,280円
　　　 ・Ｂのみ 3,789円
　　　 ・抗原検査　　　 1,680円
　　　 ・核酸増幅検査6,562円
　　　　 　(実施分のみ支払う）

C+B  2,463円 集団→・県民総合保健センター　 2,463円
　　 　・厚生連  　　　　　　　2,100円
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（様式２）その２

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

集団検診・個別検診
         （基本健診（一括方式）時に実施）

集団検診のみ 実施方法が異なる。

鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

集団→C+B700円
　(老人医療受給者・国保世帯等は無料)
個別→ C+B1,200円
       C+B  500円(国保世帯)
　　(老人医療受給者等は無料)

C+B→800円 自己負担金が異なる。

集団→・郡医師会  2,463円
　　　 ・厚生連　  2,100円
個別→・C+B       3,904円
           (国の基準単価）

集団→・県民総合保健センター
                       2,463円
　　  ・郡医師会　　　 2,463円
　　　・厚生連 　　　　2,100円

委託先及び委託単価が異なる。

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度に
統合するが、実施にあたっては４町の現状
を踏まえ対応する。
合併する年度は現行どおりとする。
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（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

項　　　　　目

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町

現　　　　　　　　　　　　　　　況

6 予防接種事業
　ポリオ
　　・実施方法 集団接種 集団接種 集団接種

　風しん

　　・実施方法 個別接種 個別接種 個別接種

3,938円 3,300円 2,000円

　麻しん

　　・実施方法 個別接種 個別接種 個別接種

3,938円 3,300円 2,000円

　三種混合第１期

　　・実施方法 個別接種 集団接種 集団接種

3,938円

　二種混合第１期

　　・実施方法 個別接種 集団接種 集団接種

3,938円

　日本脳炎第１期

　　・実施方法 個別接種 集団接種 集団接種

3,937円

　日本脳炎第２期

　　・実施方法 個別接種 集団接種 集団接種

　　・委託単価 4,551円

　日本脳炎第３期

　　・実施方法 個別接種 集団接種 集団接種

　　・委託単価 4,551円

　二種混合第２期 個別接種 集団接種 集団接種

4,208円

　　・委託単価
     (ワクチン代含まず）

　　・委託単価
     (ワクチン代含まず）

　　・委託単価
     (ワクチン代含まず）

　　・委託単価
     (ワクチン代含まず）

　　・委託単価(
     (ワクチン代含まず）

(31) － 16



（様式２）その２

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

集団接種 集団接種

個別接種 個別接種

2,500円 2,500円 委託単価が異なる。

個別接種 個別接種

2,500円 2,500円 委託単価が異なる。

個別接種 集団接種 実施方法が異なる。

2,500円 委託単価が異なる。

個別接種 集団接種 実施方法が異なる。

2,500円 委託単価が異なる。

集団接種 集団接種 実施方法が異なる。

集団接種 集団接種 実施方法が異なる。

集団接種 集団接種 実施方法が異なる。

集団接種 集団接種 実施方法が異なる。

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度に
統合するが、実施にあたっては４町の現状
を踏まえ対応する。
合併する年度は現行どおりとする。ただ
し、予防接種健康被害調査委員会について
は、合併時に鹿児島市の制度に統合する。
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（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

項　　　　　目

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町

現　　　　　　　　　　　　　　　況

　インフルエンザ

　　・実施方法 個別接種 個別接種 個別接種

　　・委託単価 3,231円 2,000円 1,500円

　　・自己負担 1,000円 接種料から委託料を引いた差額 鹿児島市に同じ

　予防接種健康被害調
　査委員会

　　・構成員   7人   9人   9人

　　　　医師会推薦   　3人     2人     2人

　　　　市町村職員  　 2人

　　　　県推薦者  　 1人     1人     1人

　　　　所轄保健所長 　  1人     1人     1人

　　　　学識経験者     5人     5人

7 ヘルスアップ教育（健康教育）事
業
　集団健康教育
　　・実施内容

ストレッチ教室
糖尿病予防講演会
薬の健康教育

基本健康診査時の教育
地域の要望に応じた教育

さわやか教室

骨粗しょう症予防教育
子宮がん、乳がん検診時の教育
地域の要望に応じた教育

基本健診結果報告会

病態別健康教室（糖尿病予防他）
一般健康教室（基本健診結果報告会他）
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（様式２）その２

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

個別接種 個別接種

2,000円 2,000円 委託単価が異なる。

鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ 自己負担金が異なる。

  9人   5人 構成員が異なる。

    2人     1人

    1人     1人

    1人

    5人     3人

糖尿病予防講演会
薬の健康教育

基本健康診査後の教育
地域の要望に応じた教育
病態別健康教育
ウォーキング教室

思秋期講座
高齢期における健康教育
高齢者クラブにおける健康教育脳卒中予防教室

　

実施内容が異なる。

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を
適用し、統合するが、実施にあたっては４
町の現状を踏まえ対応する。
合併する年度は現行どおりとする。
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（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

項　　　　　目

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町

現　　　　　　　　　　　　　　　況

　個別健康教育
　　・実施内容 平成１４年度から、高脂血症、喫煙について実

施。
１５年度から、糖尿病について実施。 糖尿病について実施。

8 健康相談事業
　総合健康相談
　　・実施内容 定期の健康相談

健康度評価事業
地域おける健康相談など

定期の健康相談

健康度評価事業

レントゲン検診時の相談
健康まつり時の相談など

定期の健康相談

　重点健康相談
　　・実施内容 病態別健康相談

食生活健康相談
歯科健康相談

病態別健康相談

高血圧健康相談
高脂血症健康相談
糖尿病健康相談
骨粗しょう症健康相談

病態別健康相談（糖尿病予防）
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（様式２）その２

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

該当なし 高脂血症について実施
　
鹿児島市、吉田町、桜島町及び郡山町の
み。それぞれ実施内容が異なる。

定期の健康相談

地域における健康相談等

がん検診での健康相談等

定期の健康相談

健康度評価事業
地域における健康相談等

高齢者大学における健康相談

実施内容が異なる。

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度に
統合するが、実施にあたっては４町の現状
を踏まえ対応する。
合併する年度は現行どおりとする。

病態別健康相談

高血圧健康相談
高脂血症健康相談
糖尿病健康相談

病態別健康相談

高脂血症健康相談
糖尿病健康相談

実施内容が異なる。
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（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

項　　　　　目

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町

現　　　　　　　　　　　　　　　況

9 介護予防のための訓練
（機能訓練）事業
　基本型機能訓練
　　・実施内容
　　　（実施か所数・
　　　　回数）

実施か所数：１か所
実施回数　 ：１４３回

該当なし 実施か所数：１か所
実施回数　 ：２４回

　　・実施方法 鹿児島県老人クラブ連合会に委託して実施 桜島町保健センターで実施

　地域参加型機能訓練
　　・実施内容
 (実施か所数・回数)

実施か所数：１８７か所
実施回数　 ：３，７２２回

該当なし 実施か所数：１１か所
実施回数　 ：６３回

※類似の事業として生きがい対応型ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽを
社会福祉協議会に委託して実施。

10 　健康手帳交付

　　・交付方法 40～69歳までは、各保健センターの健康診査等
で交付
70歳以上は、高齢者福祉課で老人医療受給者証
発行時に窓口で交付

健康管理センターの健康診査等で交付 40歳以上に対して役場保健福祉課または保健セ
ンターで発行

11 転倒骨折予防教室委託事業
　　・実施方法 平成１４年度から、概ね６５歳以上の高齢者を

対象に、在宅介護支援センターに委託して実
施。

平成１４年度から、栄養教室と同時に理学療法
士が健康教育の中で実施

平成１４年度から、概ね６５歳以上の高齢者を
対象に実施

　　・実施場所 地域の公民館など 各地区公民館 保健センター

　　・内容 転倒予防のための歩行訓練相談
筋力アップのための体操
家庭内の安全対策の教育

転倒の要因、転倒の予防、
家庭でできるトレーニング

鹿児島市に同じ
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（様式２）その２

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

実施か所数：１か所
実施回数　 ：１２回

該当なし 鹿児島市、桜島町及び松元町のみ。それぞ
れ実施方法が異なる。

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を
適用し、統合するが、実施にあたっては４
町の現状を踏まえ対応する。
合併する年度は現行どおりとする。

松元町保健センターで実施

実施か所数：２１か所
実施回数　 ：２５２回（１５年計画）

実施か所数：１か所
実施回数　 ：２２回

鹿児島市、桜島町、松元町及び郡山町の
み。

※類似の事業として転倒予防教室を実施。

40～69歳までは、健康教育・相談・健康診査等
で交付
70歳以上は、保健福祉課(医療受給者証発行課)
の窓口で交付

４０～69歳までは健康診査等で交付
７０歳以上は医療受給者証発行時窓口で交付

実施方法が異なる。

類似の事業として高齢者を対象に寝たきりや痴
呆等の要介護状態となることを予防するため
に、地域のボランティアの協力のもとに高齢者
の集まりを実施

該当なし 鹿児島市、吉田町、桜島町及び松元町の
み。それぞれ実施方法が異なる。

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を
適用し、統合する。
合併する年度は現行どおりとする。

地域の公民館

健康相談
筋力アップのための体操
手工芸、ﾚｸﾚｰｼｮﾝ、血圧測定

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度に
統合するが、実施にあたっては４町の現状
を踏まえ対応する。
合併する年度は現行どおりとする。
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（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

項　　　　　目

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町

現　　　　　　　　　　　　　　　況

12 妊婦健康診査・健康
相談事業
　妊婦健康診査
　・実施方法
　・実施内容
　　　妊娠前期
　　　妊娠後期
　　　臨月期
　・委託料
　　　健診委託単価
　　　医師会事務
　　　　手数料

個別

実施
実施
実施

　6,070円
　　　50円

鹿児島市に同じ

鹿児島市に同じ
鹿児島市に同じ
該当なし

鹿児島市に同じ
　　　80円

鹿児島市に同じ

鹿児島市に同じ
鹿児島市に同じ
該当なし

鹿児島市に同じ
　　　65円

　妊産婦健康相談
　・実施内容
　　　母子健康
　　　　　手帳交付
　　　妊産婦健康相談
　　　妊産婦歯科健康
　　　診査

実施

実施
実施

鹿児島市に同じ

鹿児島市に同じ
鹿児島市に同じ

鹿児島市に同じ

鹿児島市に同じ
該当なし

13 乳幼児健康診査事業
　・実施方法及び内容
　　　３－４か月児
　　　７－８か月児
      （６－７か月）
　　　９－１１か月児
　　　１歳児
　　　１歳６か月児
　　　３歳児
　　　乳幼児健診
　　　　　（予約制）
　・委託料
　　　健診委託単価
　　　医師会事務
　　　　手数料

個別
個別

該当なし
個別
集団
集団
集団
　

　5,350円
　　　50円

集団
集団

個別
集団
鹿児島市に同じ
鹿児島市に同じ
該当なし

鹿児島市に同じ
　　　80円

集団
集団

個別
該当なし
鹿児島市に同じ
鹿児島市に同じ
該当なし

鹿児島市に同じ
　　　65円
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（様式２）その２

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

鹿児島市に同じ

鹿児島市に同じ
鹿児島市に同じ
該当なし

鹿児島市に同じ
　　　65円

鹿児島市に同じ

鹿児島市に同じ
鹿児島市に同じ
該当なし

鹿児島市に同じ
　　　65円

実施内容が異なる。

医師会事務手数料が異なる。

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度に
統合するが、実施にあたっては４町の現状
を踏まえ対応する。
合併する年度は現行どおりとする。

鹿児島市に同じ

鹿児島市に同じ
該当なし（鹿大歯学部の事業で月1回、希望者
に実施）

鹿児島市に同じ

鹿児島市に同じ
該当なし

実施内容が異なる。

集団
集団

個別
該当なし
鹿児島市に同じ
鹿児島市に同じ
該当なし

鹿児島市に同じ
　　　65円

集団
集団

個別
集団
鹿児島市に同じ
鹿児島市に同じ
該当なし

鹿児島市に同じ
　　　65円

実施方法及び内容が異なる。

医師会事務手数料が異なる。

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度に
統合するが、実施にあたっては、４町の現
状を踏まえ対応する。
合併する年度は現行どおりとする。
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（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

項　　　　　目

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町

現　　　　　　　　　　　　　　　況

14 幼児むし歯予防事業
　1歳児歯科健康診査
　　・対象者
　　・実施方法
　　・実施内容
　　・受診者負担金

1歳
個別（委託）－3,200円
健診、保健指導
無料

1歳
集団（直営）
健診、保健指導、フッ素塗布
鹿児島市に同じ

1歳
集団（直営）
健診、フッ素塗布
鹿児島市に同じ

　2歳児フッ素塗布
　　・対象者
　　・実施方法
　　・実施内容
　　・受診者負担金

2歳
個別（委託）－1,600円
健診、フッ素塗布
600円

2歳
集団（直営）
健診、保健指導、フッ素塗布
無料

2歳
集団（直営）
鹿児島市と同じ
無料

　2歳6か月児ﾌｯ素塗布
　　・対象者
　　・実施方法
　　・実施内容
　　・受診者負担金

2歳６か月
個別（委託）－1,600円
健診、フッ素塗布
　　600円

2歳6か月
集団（直営）
健診、保健指導、フッ素塗布
無料

2歳6か月
集団（直営）
鹿児島市に同じ
無料

　５歳児歯科健康診査
　　・対象者
　　・実施方法
　　・実施内容
　　・受診者負担金

該当なし 該当なし 該当なし

15 母子健康教室
　母親・父親になるた
　めの準備教室
　　・対象者
　　・実施内容

妊婦やその夫
３日コース　年１０回

鹿児島市に同じ
２日コース　年４回

該当なし

　育児教室
　　・対象者

　　・実施内容

生後５か月未満の第１子をもつ母親等

４日コース　年１０回

２～３歳の子ども及び母親、家族

年１０回

生後２～５か月児をもつ母親

４日コース　年３回
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（様式２）その２

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

該当なし 該当なし 鹿児島市、吉田町及び桜島町のみ。
委託契約については、歯科医師会との調整
が必要。
実施方法が異なる。
実施内容が異なる。

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を
適用し、統合する。
（５歳児歯科健康診査については、合併す
る年度の翌年度に廃止する。）

2歳
集団（直営）
フッ素塗布
無料

2歳から2歳6か月
集団（直営）
健診、保健指導、フッ素塗布
無料

対象者が異なる。
実施方法が異なる。

受診者負担金が異なる。

2歳６か月
集団（直営）
健診、保健指導、フッ素塗布
無料

2歳6か月から3歳未満
集団（直営）
健診、保健指導、フッ素塗布
無料

対象者が異なる。
実施方法が異なる。

受診者負担金が異なる。

該当なし
5歳
集団（直営）
健診、保健指導、フッ素塗布
無料

郡山町のみ。

妊婦
３日コース　年３回

該当なし 鹿児島市、吉田町及び松元町のみ。

対象者が異なる。
実施内容が異なる。

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を
適用し、統合するが、実施にあたっては４
町の現状を踏まえ対応する。
合併する年度は現行どおりとする。

未就園児の親子

月１回

該当なし 鹿児島市、吉田町、桜島町及び松元町の
み。
対象者が異なる。
実施内容が異なる。
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（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

項　　　　　目

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町

現　　　　　　　　　　　　　　　況

16 新生児・妊産婦
訪問指導事業
　新生児訪問指導
　　・従事者

　　・委託単価

助産師（委託・職員）
保健師（職員）

　　１，６５０円／件

助産師（委託）
保健師（職員）

５，５００円／回（半日）

該当なし
保健師（職員）

　妊産婦訪問指導
　　・従事者

　　・委託単価

助産師（委託・職員）
保健師（職員）

　　１，６５０円／件

助産師（委託）
保健師（職員）

５，５００円／回（半日）

該当なし
保健師（職員）

該当なし

17 子育て支援事業
　育児相談
　　・実施内容
　
　
　
　自主グループ育成
　子育て講演会
　母子保健推進活動
　　・受診勧奨等謝金
　　・活動手当等

個別相談、
歯科相談、

実施
実施
実施
　300円（１回当たり）
該当なし

個別相談

該当なし
該当なし
鹿児島市に同じ
　200円（１回当たり）
3,200円（１回当たり）

個別相談

該当なし
該当なし
鹿児島市に同じ
　190円（１回当たり）
5,500円（１回当たり）

18 子どもすこやか
安心ねっと事業
　乳幼児相談窓口
　総合発達相談会・
　　学習会
　健診後の
　　　経過観察教室
　事業調整会議
　

実施
実施

実施

実施

該当なし
鹿児島市に同じ

該当なし

該当なし

該当なし
該当なし

鹿児島市に同じ

該当なし

19 歯科保健事業
　訪問歯科
　　・対象者
　
　　・実施内容

寝たきり高齢者
障害者、難病患者など
健診・相談・指導

該当なし 該当なし

　成人歯科教室
　・対象者
　・実施内容

乳幼児の保護者
健診・相談・指導・講話等

該当なし 該当なし
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（様式２）その２

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

助産師（委託）
保健師（職員）

２，６００円／件

助産師（委託）
保健師（職員）

２，０００円／件

従事者が異なる。

委託単価が異なる。

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度に
統合する。
合併する年度は現行どおりとする。

助産師（委託）
保健師（職員）

２，６００円／件

助産師（委託）
保健師（職員）

２，０００円／件

従事者が異なる

委託単価が異なる。

個別相談

鹿児島市に同じ
該当なし
鹿児島市に同じ
　200円（１回当たり）
3,000円（１回当たり）

個別相談

フッ素塗布（希望者のみ）

該当なし
鹿児島市に同じ
鹿児島市に同じ
　200円（１回当たり）
3,500円（１回当たり）

実施内容が異なる。

鹿児島市及び松元町のみ。
鹿児島市及び郡山町のみ。

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度に
統合するが、実施にあたっては４町の現状
を踏まえ対応する。
合併する年度は現行どおりとする。

該当なし
該当なし

鹿児島市に同じ

該当なし

該当なし
該当なし

該当なし

該当なし

鹿児島市のみ。
鹿児島市及び吉田町のみ。

鹿児島市、桜島町及び松元町のみ。

鹿児島市のみ。

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を
適用し、統合するが、実施にあたっては４
町の現状を踏まえ対応する。
合併する年度は現行どおりとする。

該当なし
鹿児島市に同じ

相談・指導

鹿児島市及び郡山町のみ。
合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を
適用し、統合するが、実施にあたっては４
町の現状を踏まえ対応する。
合併する年度は現行どおりとする。

該当なし 該当なし 鹿児島市のみ。
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（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

項　　　　　目

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町

現　　　　　　　　　　　　　　　況

20 胸部レントゲン健康診
断事業

　定期の健康診断

　　・実施方法 直営及び委託（県民総合保健センター）
２５８会場で実施

県民総合保健センターに委託
９会場で実施

県民総合保健センターに委託
１０会場で実施

　　・対象者 国保加入者、国民年金１号・３号・任意加入被
保険者及び生活保護受給者で満１５歳以上の者
と、満６０歳以上の者

満１６歳以上の者 国保加入者、国民年金１号・３号・任意加入被
保険者及び生活保護受給者で満１８歳以上の者

　　・自己負担金 無料 鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

　　・委託単価 １枚につき３２円（直営分）
市内の医師及び県民総合保健センターに依頼
１枚につき７２０円（委託分）
県民総合保健センター １枚につき７２０円（委託分）

県民総合保健センター
１枚につき７２０円（委託分）
県民総合保健センター

　　・精密検査の実施 各保健センター（４ヶ所）に呼び出して実施
センターのレントゲン装置で直接撮影を行い、
医師が診察を行う。

健康管理センターで実施
委託先　県民総合保健センター
委託料　５，５２０円

町内３～４ヶ所で実施
委託先　県民総合保健センター
委託料　５，５２０円

21 ツベルクリン反応・ＢＣＧ予防接
種事業
　　・対象者

　　・実施方法

　　・通知方法

４歳未満の乳幼児

保健センターにて集団接種（46回）

生後３か月時に個別に通知

鹿児島市に同じ

健康管理センターにて集団接種（1回）
　

鹿児島市に同じ

鹿児島市に同じ

保健センターにて集団接種（2回）

対象者に個別に通知
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（様式２）その２

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

県民総合保健センターに委託
１７会場で実施

県民総合保健センターに委託
２８会場で実施

実施方法が異なる。

４月１日現在１６歳の者
１９歳以上の者

満１５歳以上の全住民
（学生、施設入所者等を除く）

対象者が異なる。

鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

１枚につき７２０円
県民総合保健センター

１枚につき７２０円
県民総合保健センター

保健センターで実施
委託先　県民総合保健センター
委託料　５，５２０円

保健センターで実施
委託先　県民総合保健センター
委託料　５，５２０円

実施方法が異なる。

鹿児島市に同じ

保健センターにて集団接種（5回）

鹿児島市に同じ

鹿児島市に同じ

保健センターにて集団接種（2回）

実施の約３週間前に個別に通知

実施回数が異なる。

通知方法が異なる。

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度に
統合するが、実施にあたっては４町の現状
を踏まえ対応する。
合併する年度は現行どおりとする。

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度に
統合するが、実施にあたっては４町の現状
を踏まえ対応する。
合併する年度は現行どおりとする。
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（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

項　　　　　目

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町

現　　　　　　　　　　　　　　　況

22 食生活改善推進事業
　食生活改善推進員の
  活動支援
　　・研修会の開催

　　・食生活改善
      ボランティア団
　　　体への委託等

実施

委託等なし

実施

健康福祉まつり、健診結果に基づく栄養教室
（補助金696,000円）

　

実施

健康づくり大会、検診結果報告会、秋祭り（補
助金300,000円推進員研修会費用）

　　・推進員活動手当  3,500円（１年当たり）  3,200円（１回当たり） 町内　 4,400円（１回当たり）
町外　 5,500円（１回当たり）

　 食生活改善推進員
　協議会の活動
　　・地域での料理
　　　講習会の開催

 
　　・食生活改善に
　　　関する調査
　　　研究

　　・各種健康づくり
　　　関係行事への
　　　参加

自主活動(年間72,000円の会場借上費と推進員
１人当たり年間3,500円の活動謝金有り）
（ヤング・メンズキッチン、サンサン・エプロ
ン教室等）

実施

参加
（謝金なし）

一部行政依頼有り（補助金で運営）

（地域栄養教室　年５０回）

実施

参加
（展示、試食材料費は補助金から。謝金有り）

一部行政依頼有り（町の予算）
（婦人会対象１０回、一般対象９回）

実施

参加
（展示、試食材料費は補助金から。謝金有り）

　健康づくり栄養教室

　　・対象

　　・開催場所

　　・受講料

市民

中央・東部・南部・西部保健センター（各ｾﾝﾀｰ
10回シリーズで開催）
無料（教材費実費）

該当なし 該当なし

　食生活改善推進員
  養成講座
　　・対象

　　・受講料

　

・健康づくり栄養教室を修了し、受講を希望し
た者

・無料（教材費実費）

　
平成7年度実施　その後養成なし

　
平成９年度実施　その後計画なし
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（様式２）その２

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

　
実施

栄養教室（老人クラブ）、機能訓練教室、がん
検診、病態別教室（補助金279,000円）

　

実施

３歳児健診、歯の健康教室、機能訓練、病態別
教室（委託450,000円）

委託等の内容が異なる。

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を
適用し、統合するが、実施にあたっては４
町の現状を踏まえ対応する。
合併する年度は現行どおりとする。

 3,000円（１回当たり）  3,500円（１回当たり） 単価が異なる。

一部行政依頼有り（補助金で運営）

（老人クラブ栄養教室　年４回）

実施

参加
（展示、試食材料費は補助金から。謝金有り）

一部行政依頼有り（委託費で運営）

実施

参加
（展示、試食材料費は委託費から。謝金有り）

該当なし 該当なし 鹿児島市のみ。

平成８年度実施、以降は実施なし
　

・概ね６０歳までの女性で、ボランティア活動
を理解したうえで受講を希望した者
・無料（教材費実費）

　

対象者が異なる。
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（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

項　　　　　目

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町

現　　　　　　　　　　　　　　　況

23 精神保健推進事業
　精神保健一般対策
　・精神保健福祉相談
 
 
　・訪問指導
　
　
　・平日の夜、土日
      の緊急時の対応

嘱託医（毎週水曜日）
精神保健福祉相談員（随時）

精神保健福祉相談員又は嘱
託（必要時）

精神保健福祉相談員（当番
制）

保健師（随時）

保健師（必要時）

該当なし

保健師（随時）

保健師（必要時）

該当なし

24 精神障害者小規模作業
所運営費補助事業
　　・交付先

　　・交付額

錦江湾共同作業所へ補助金を交付

年　４，３２８，０００円

該当なし 該当なし

25 精神障害者居宅介護等事業
　

利用者数　20人（14年度当初見込） 利用者数2人（14年度当初見込） 該当なし

26 精神障害者短期入所（ショートス
テイ）事業
　

補助対象施設　２施設
　　　　　　　（15年度当初見込）

該当なし 該当なし

27 精神障害者地域生活援助（グルー
プホーム）事業

補助対象施設　１３施設
　　　　　　　（15年度当初見込）

該当なし 該当なし
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（様式２）その２

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

保健師（随時）

保健師（必要時）

該当なし

保健師（随時）

保健師（必要時）

該当なし

相談・訪問体制が異なる。
合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を
適用し、統合する。
合併する年度は現行どおりとする。

串木野市に負担金を納入

年　５８，０００円

串木野市に負担金を納入

年　６７，０００円

鹿児島市、松元町及び郡山町のみ。それぞ
れ補助金の交付方法及び補助金額が異な
る。

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を
適用し、統合する。
合併する年度は現行どおりとする。

利用者数　2人（14年度当初見込） 利用者数　2人〔14年度当初見込） 鹿児島市、吉田町、松元町及び郡山町の
み。

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を
適用し、統合する。
合併する年度は現行どおりとする。

補助対象施設　0施設
　　　　　　　（他町での利用3人、
　　　　　　　　15年度当初見込）

該当なし 鹿児島市及び松元町のみ。 合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を
適用し、統合する。
合併する年度は現行どおりとする。

補助対象施設　0施設
　　　　　　　（他町での利用１人、
　　　　　　　　15年度当初見込）

該当なし 鹿児島市及び松元町のみ。 合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を
適用し、統合する。
合併する年度は現行どおりとする。
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（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

項　　　　　目

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町

現　　　　　　　　　　　　　　　況

28 生き生き８０健康づくり事業

　運動による健康づく
　り講座
　・実施方法
　　　（回数・内容）

回数：１４回コースを年２回
　　　　８回コースを年２回
内容：メディカルチェック
　　　　体力測定
　　　　栄養処方
　　　　運動処方
　　　　運動の実技等

エアロビクス教室（２５回）
　（国保事業）
ストレッチ教室（２１回）
　（国保事業）
運動指導士による年齢別運動指導

（女性の健康促進事業で実施）
回数：２回

内容：運動の実技

　健康づくり事業功労
　者の表彰
　・対象 　母子保健推進員

　食生活改善推進員
　保健所事業協力者
  地域保健活動団体
　運動普及推進員

食生活改善推進員
成人歯科健康診査優良者
健康福祉作文入賞者

母子保健推進員並びに保健推進員
３歳児健康診査・学校保健会歯のコンクール優
良児

29 健康づくり推進員支援事業
　　・健康づくり推進
　　　員の養成方法 ８回コース講座を２回実施して養成。 該当なし 該当なし

　　・健康づくり推進
　　　員の活動内容

地域参加型機能訓練の運営及び参加呼びかけ
保健事業のPR
各種健康づくりイベント等への協力

該当なし 該当なし

　　・健康づくり推進
　　　員活動手当

 3,500円（１年当たり） 該当なし 該当なし

　　・健康づくり推進
　　　員協議会の活動
　　　支援

連絡会、研修会の開催 該当なし

食生活改善推進員が類似

該当なし

保健推進員が類似

保健推進員
（活動内容・報酬）

該当なし

運動普及推進員、健康づくり推進員が類似業務
を実施

該当なし 母子保健推進員と併任
　（保健推進員としての単独業務・
　　報酬はなし）
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（様式２）その２

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

該当なし 該当なし
鹿児島市、吉田町及び桜島町のみ。それぞ
れ実施方法が異なる。

該当なし むし歯ゼロの５歳児
母子保健推進員
食生活改善推進員
保健推進員

鹿児島市、吉田町、桜島町及び郡山町の
み。それぞれ対象が異なる。

該当なし 該当なし

鹿児島市のみ。 合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を
適用し、統合するが、実施にあたっては４
町の現状を踏まえ対応する。

該当なし 該当なし

該当なし 該当なし

該当なし

保健推進員が類似

該当なし

保健推進員が類似

各種検診の受診勧奨、調査の実施
各種検診の手伝い
　（検診時の手伝い、研修会時に
　　2,000～3,000円／１回）

各種検診の受診勧奨
保健事業への参加呼びかけ
健康づくりイベント等への協力
　　　（26,000円／年）

松元町及び郡山町のみ。

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を
適用し、統合するが、実施にあたっては４
町の現状を踏まえ対応する。
合併する年度は現行どおりとする。ただ
し、健康づくり事業功労者の表彰について
は、合併時に鹿児島市の制度を適用し、統
合する。
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（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

項　　　　　目

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町

現　　　　　　　　　　　　　　　況

30 健康づくり月間イベント開催事業
　　・月間の設定

健康づくり月間
　　（11月１日～３０日）

健康増進普及月間
　　（9月1日～３０日）

該当なし

　　・イベントの開催 ４保健センターで開催
内容：展示、実演、体験発表、舞台発表、交流
コーナー、特別講演等

町文化体育センターで開催
内容：講演会、展示、実演、作文朗読等

該当なし

　　・関連事業の支援 運動普及推進員協議会主催の「正しく安全な
ウォーキング大会」を支援する。

該当なし 該当なし

31 地域保健活動事業
　　・地域の健康づく
　　　り活動リーダー
　　　等との連絡会・
　　　交流会

連絡会・交流会の実施 該当なし 該当なし

　　・地区組織活動
　　（地区組織への働
　　　きかけを行い、
　　　健康づくりを推
　　　進する。）

実施 該当なし 該当なし

　　・研修会 保健師研修会の開催 西部ブロック保健師研修会
姶良伊佐鹿児島郡地域保健活動連絡協議会研修
会の実施

該当なし

　　・その他の保健事
　　　業に含まれない
　　　健康教育等

①　健康教育：
　　・母子保健手帳交付時
　　・１歳６ヶ月児併設
　　・幼児安全教室
　　・ツベルクリン判定時併設
②　家庭訪問：感染症、結核、心身障害者、
    難病
③　訪問以外の支援：面接、電話、文書

②　家庭訪問：精神障害者

該当なし
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（様式２）その２

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

該当なし 該当なし 鹿児島市及び吉田町のみ。
月間の時期が異なる。

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を
適用し、統合するが、実施にあたっては４
町の現状を踏まえ対応する。
合併する年度は現行どおりとする。

該当なし 該当なし 鹿児島市及び吉田町のみ。

該当なし 該当なし 鹿児島市のみ。

該当なし
健康づくり集落座談会（H１４．５回） 鹿児島市及び郡山町のみ。 合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を

適用し、統合する。
合併する年度は現行どおりとする。

町医師会打ち合わせ会 実施 鹿児島市及び郡山町のみ。

該当なし 健康講座 鹿児島市及び吉田町のみ。

該当なし 　

②　家庭訪問：難病

③　訪問以外の支援：面接（難病）
　

鹿児島市、吉田町及び郡山町のみ。それぞ
れ実施内容が異なる。
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（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

項　　　　　目

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町

現　　　　　　　　　　　　　　　況

32 保健所廃棄物（感染性廃棄物）処
分委託事業

　・実施方法 業務委託 鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

　・委託単価
　　（20ﾘｯﾄﾙあたり）

3,360円 3,000円 3,150円

33 女性の健康促進事業 該当なし

ﾚﾃﾞｨｰｽ健康診査 定期健康相談、健康教育で実施

・対象者 18歳以上の市民 18歳～39歳の女性

・実施内容 身体計測　体脂肪測定　血液検査
医師診察　骨密度測定

身体計測　　体脂肪測定　　血液検査
医師診察  骨粗しょう症検診

・自己負担 500円（骨密度測定） 無料

・委託料 該当なし 4,500円

・委託先 鹿児島県民総合保健センター

健康教育

・対象者 市民 町内に居住する女性

・実施内容 健康教育、食生活改善推進員の調理教室 健康講話、調理実習
教室名　地域料理講習会　レディス健康教室
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（様式２）その２

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度に
統合する。
合併する年度は現行どおりとする。

鹿児島市に同じ 鹿児島市に同じ

3,225円 2,700円 委託単価が異なる。

該当なし 該当なし 鹿児島市及び桜島町のみ。 合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度を
適用し、統合する。
合併する年度は現行どおりとする。
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（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

項　　　　　目

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町

現　　　　　　　　　　　　　　　況

34 骨粗しょう症検診事業

・実施方法 定期健康相談のなかで、骨密度測定を実施 複合検診で実施（１５年度から） 県民総合保健センターに委託

・対象者 １８歳以上６９歳以下の市民 ４０歳以上 40歳、50歳の女性

・通知方法

・自己負担  500円   1,000円 　2,050円

・委託料 該当なし 　2,100円 　2,050円

35 腹部超音波検診事業 ミニドック検診（類似）

・実施方法 集団検診 集団検診 集団検診

・対象者 ４０歳、５０歳の市民 基本健診対象者 基本健診対象者

・実施項目 基本健康診査、各種がん検診、歯周疾患検診、
骨粗しょう検診、腹部超音波検診

腹部超音波検査 腹部超音波検査

・実施場所 県民総合保健センターに委託 健康管理センター
（県民総合保健ｾﾝﾀｰ、厚生連に委託）

保健センター
（県民総合保健ｾﾝﾀｰ、厚生連に委託）

・自己負担 男性　7,000円
女性 10,000円

　1,500円 　1,000円

・委託料 男性 32,515円
女性 42,130円

  3,350円   3,350円
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（様式２）その２

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

県民総合保健センターへ委託 婦人がん検診・厚生連検診・県民総合保健セン
ター複合検診併設

３０歳以上の女性 40歳以上の町民 対象者が異なる。

対象者に送付

社保被保険者　1,000円
国保被保険者　無料

　1,000円 自己負担額が異なる。

　2,050円 　1,050円 委託料が異なる。

集団検診 集団検診

３０歳以上の者 基本健診対象者 対象者が異なる。

腹部超音波検査 腹部超音波検査

保健センター、地域会場
（県民総合保健センターに委託）

保健センター、地域会場
（県民総合保健ｾﾝﾀｰ、厚生連に委託）

社保被保険者　1,000円
国保被保険者　無料

　1,000円 自己負担金が異なる。

  3,350円 補助金　2,350円 委託単価及び支払い方法が異なる。

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度に
統合する。
合併する年度は現行どおりとする。

合併する年度の翌年度に鹿児島市の制度に
統合する。
合併する年度は現行どおりとする。
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（様式２）その１ 　　　　　　行　政　制　度　等　の　調　整　方　針（案）

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

項　　　　　目

鹿児島市 吉　田　町 桜　島　町

現　　　　　　　　　　　　　　　況

36 保健センター 東部保健センター 1,269㎡
西部保健センター 1,695㎡
中央保健センター 2,126㎡
南部保健センター 1,393㎡
医師６名・獣医師２名・保健師４３名・助産師
２名・看護師８名・栄養士４名・診療放射線技
師５名・歯科衛生師２名・臨床検査技師等２
名・一般事務１２名

国民健康保険健康管理センター  898㎡
保健師　　　４名
一般事務　  １名

保健センター 799㎡
保健師　２名
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（様式２）その２

(31)　保健衛生事業 健康福祉専門部会

               現          況

松　元　町 　郡　山　町
課　　　　　　　題 調　整　方　針　（案）

保健センター 507㎡
保健師　　３名
一般事務　１名

保健センター 599㎡
保健師　　 ３名
一般事務　 １名

保健所施設としての統合が必要 保健センター施設については、合併時に保
健センター業務を行なう施設として引き継
ぐものとする。
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